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仮想化環境のセットアップ
テンプレートは、再利用が可能な、複数のターゲットに素早く適用できる構成設定の集合です。テンプレ
ートを使用して、仮想環境をセットアップすることができます。テンプレートは、以前に ハードウェア管
理コンソール (HMC) コマンド行インターフェースや  HMC グラフィカル・ユーザー・インターフェース
(GUI) バージョン 8.1.0 以前を使用して構成された多数の設定を含んでいるので、デプロイメント・プロセ
スを簡素化します。
テンプレートの機能がサポートされるのは、HMC がマスター・モードになっていて、サーバーが HMC に
よって管理される場合、またはサーバーが HMC と PowerVM® NovaLink によって共同管理される場合に限
られます。
PowerVM NovaLink アーキテクチャーにより、PowerVM テクノロジーと OpenStack ソリューションを使用
して、極めてスケーラブルなクラウド実装を管理できます。 このアーキテクチャーにより、OpenStack か
ら PowerVM サーバーへの直接接続が可能になります。NovaLink 区画は、Linux® オペレーティング・シス
テムを実行します。また、この区画は、PowerVM によって仮想化されたサーバー上で稼働します。サーバ
ーは、PowerVC またはその他の OpenStack ソリューションによって管理されます。
テンプレートには、システム・テンプレートと区画テンプレートの  2 つのタイプがあります。システム・
テンプレートは、一般的なシステム・プロパティーと仮想環境の設定など、システム構成の設定を定義す
るために使用できます。区画テンプレートは、一般的なパーティションの属性、プロセッサーとメモリー
の構成、仮想ネットワークと仮想ストレージの構成、論理ホスト・イーサネット・アダプターと論理シン
グル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) ポートの設定など、論理区画の設定を指定するために使用できます。テ
ンプレートには、ターゲット固有の情報は入っていません。 このため、テンプレートを使用して、ご使用
の環境内に任意のシステムまたは区画を構成することができます。
テンプレートは、さらに、クイック・スタート・テンプレートとユーザー定義テンプレートに分類できま
す。
クイック・スタート・テンプレートは、テンプレート・ライブラリーを使用してアクセスできる template
フォルダー内に入っています。クイック・スタート・テンプレートは、編集することはできませんが、そ
れらをコピーして、お客様の要件に合わせて変更することができます。
ユーザー定義テンプレートは、ユーザーが作成するテンプレートです。ユーザー定義テンプレートには、
ご使用の環境に固有の構成の詳細が入っています。ユーザー定義テンプレートは、以下のどの方法を使用
しても作成できます。
• 既存のテンプレートをコピーし、ご使用の環境の要件に応じて新しいテンプレートを変更します。
• 現在実行中のシステムや区画の構成の詳細を取り込み、それらの詳細を新しいテンプレートに保管しま
す。

仮想化環境のセットアップの新着情報
このトピック・コレクションの前回の更新以降の「仮想化環境のセットアップ」についての新規情報また
は変更された情報についてお読みください。

2020 年 11 月
• 以下のトピックで、区画鍵ストア機能と HMC グラフィカル・ユーザー・インターフェースの機能拡張に
関する情報が更新されました。
– 5 ページの『システム・テンプレートの変更』
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』
– 38 ページの『「パーティションの作成」オプションを使用した論理区画の作成』
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2020 年 5 月
• 以下のトピックで、Single Root I/O Virtualization (SR-IOV) 論理ポートの機能拡張に関する情報が更新さ
れました。
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

2019 年 10 月
• 以下のトピックで、Single Root I/O Virtualization (SR-IOV) 論理ポートの機能拡張に関する情報が更新さ
れました。
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

• 以下のトピックで、永続メモリーのサポートに関する情報が更新されました。
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

2019 年 5 月
• 以下のトピックで、HMC グラフィカル・ユーザー・インターフェースの機能拡張に関する情報が更新さ
れました。
– 21 ページの『システム・テンプレートのインポート』
– 32 ページの『区画テンプレートのインポート』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』
– 38 ページの『「パーティションの作成」オプションを使用した論理区画の作成』

• 以下のトピックで、RDMA over Converged Ethernet (RoCE) サポートに関する情報が更新されました。
– 5 ページの『システム・テンプレートの変更』
– 17 ページの『システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ』
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

2018 年 8 月
• セキュア・ブート機能について、以下のトピックが更新されました。

– 5 ページの『システム・テンプレートの変更』
– 10 ページの『バーチャル I/O サーバーの設定の変更』
– 25 ページの『区画テンプレートの変更』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

• テンプレートの取り込みおよびデプロイ操作の変更について、以下のトピックが更新されました。
– 4 ページの『システム構成の取り込み』
– 17 ページの『システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ』
– 24 ページの『パーティション構成の取り込み』
– 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』

• VIOS のインストールに対する USB デバイスのサポートについて、以下のトピックが更新されました。
– 17 ページの『システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ』
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テンプレート・ライブラリーへのアクセス
すべてのテンプレートは、ハードウェア管理コンソール (HMC) からアクセスできるテンプレート・ライブ
ラリーに常駐します。

このタスクについて
テンプレート・ライブラリーで使用可能なテンプレートを表示および選択するには、以下の手順を実行し
ます。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.既存のシステム・テンプレートを表示するには「システム」タブを選択し、既存の区画テンプレートを
表示するには「パーティション」タブを選択します。

4.表示されたテンプレートのリストから、テンプレートを選択します。

タスクの結果
テンプレート・ライブラリーで使用可能なユーザー定義テンプレートを、表示、変更、デプロイ、コピー、
インポート、エクスポート、および削除することができます。クイック・スタート・テンプレートを編集
することはできませんが、クイック・スタート・テンプレートのコピーを編集することはできます。

システムのテンプレート
システム・テンプレートには、例えば、システム・プロパティー、共用プロセッサー・プール、予約済み
ストレージ・プール、共用メモリー・プール、物理 I/O アダプター、ホスト・イーサネット・アダプター、
シングル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) アダプター、Virtual I/O Server、仮想ネットワーク、仮想ストレー
ジ、初期プログラム・ロード (IPL) などのリソースに関する構成情報が入っています。
シングル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) 指定により、PCI Express (PCIe) 指定への拡張機能が定義されます。
SR-IOV は、同時に稼働している複数の区画がアダプターの物理ポートを共用できるように、それらのポー
トの仮想化を可能にします。 例えば、単一の物理イーサネット・ポートが、複数の別個の物理デバイスの
ように見えます。SR-IOV 対応アダプターのポートを共有するには、最初に、そのアダプターを  SR-IOV 共
有モードに対応できるように設定する必要があります。アダプターが  SR-IOV 共有モードに対応できるよ
うになると、SR-IOV 論理ポートを論理区画に割り当てることができます。
以前に ハードウェア管理コンソール (HMC) コマンド行インターフェースや  HMC グラフィカル・ユーザー・
インターフェース  (GUI) バージョン 8.1.0 以前を使用して構成したシステム設定の多くは、「テンプレート
からシステムをデプロイ」ウィザードを使用して完了できるようになりました。 例えば、このウィザード
でシステム・テンプレートを使用してシステムをデプロイするときに、バーチャル I/O サーバー、仮想ネ
ットワーク・ブリッジ、および仮想ストレージ設定を構成することができます。
テンプレート・ライブラリーには、クイック・スタート・システム・テンプレートが含まれており、この
テンプレートには、一般的な使用シナリオに基づいた構成設定が入っています。クイック・スタート・シ
ステム・テンプレートは、即時に使用することができます。
また、ユーザーの環境に特有の構成設定を組み込んだユーザー定義のシステム・テンプレートを作成する
こともできます。テンプレート・ライブラリーにある任意のテンプレートをコピーしてユーザー定義テン
プレートを作成した後、それを必要に応じて変更できます。また、既存のシステムの構成を取り込んで、
その詳細をテンプレートに保管できます。そのテンプレートを、同じ構成を必要とする他のシステムにデ
プロイすることができます。
システム・テンプレートは、主に、新しいシステムに設定をデプロイするために使用されます。 新しいシ
ステムをデプロイするには、以下のタスクを実行します。
1. 4 ページの『システム・テンプレート構成情報の表示』
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2. 16 ページの『システム・テンプレートを使用してシステムをデプロイするための前提条件』
3. 4 ページの『システム構成の取り込み』 (オプション)
4. 17 ページの『システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ』
システム・テンプレートを使用して、以下のタスクを実行することもできます。
• 5 ページの『システム・テンプレートの変更』
• 21 ページの『システム・テンプレートのコピー』
• 21 ページの『システム・テンプレートのインポート』
• 22 ページの『システム・テンプレートのエクスポート』
• 23 ページの『システム・テンプレートの削除』

システム・テンプレート構成情報の表示
システム・テンプレートをシステムにデプロイする前に、テンプレートの構成の詳細を検討して、クイッ
ク・スタート・テンプレートを使用するかユーザー定義テンプレートを作成するかを決める必要がありま
す。1 つ以上のユーザー定義テンプレートを作成しない限り、クイック・スタート・テンプレートがテンプ
レート・ライブラリーにある唯一のテンプレートです。

このタスクについて
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して構成情報を表示するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「テンプレートおよび  O/S イメージ (Templates and Images)」ウィンドウで、「システム」タブをクリッ
クします。

4.表示したいシステム・テンプレートを選択して、「アクション」 > 「表示」をクリックします。
表示された関連するタブをクリックすることにより、「物理 I/O」、「ホスト・イーサネット・アダプタ
ー」、「SR-IOV」、「仮想 I/O サーバー (Virtual I/O Servers)」、「仮想ネットワーク」、「仮想ストレージ」、
「共用プロセッサー・プール」、「共有メモリー・プールおよび予約済みストレージ」、および「詳細シス
テム設定」の詳細を表示できます。あるいは、「システム・テンプレートのデプロイ」ウィザードから
テンプレートの詳細を表示することもできます。

5.「閉じる」をクリックします。
システム構成の取り込み

システムの取り込みでは、実行状態にあるシステムの現在の構成が収集され、それには、Virtual I/O Server
(VIOS)、仮想ネットワーク、仮想ストレージ、およびシステムの設定に関する情報が含まれます。実行中
のシステムのそれらの詳細を取り込み、ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、その情報をユー
ザー定義のシステム・テンプレートとして保管することができます。この機能は、同一構成を持つ複数の
システムをデプロイする場合に役立ちます。クイック・スタート・テンプレートを使用する場合、このタ
スクを実行する必要はありません。

このタスクについて
HMC を使用して実行中のシステムの構成を取り込むには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」アイコン  をクリックします。
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a)「すべてのシステム」をクリックします。「すべてのシステム」ページが表示されます。
b)作業ペインで、システムを選択し、「アクション」 > 「システム属性の表示」をクリックします。
「プロパティー」ページが表示されます。一度に選択可能なシステムは  1 つだけです。

c)物理 I/O 情報を使用して構成を取り込むために、「システム・アクション」 > 「テンプレート」 >
「構成をテンプレートとして取り込む」 > 「物理 I/O あり」を展開します。物理 I/O 情報を取り込む
オプションは、システムが実行状態である場合にのみ使用可能です。あるいは、物理 I/O 情報を含ま
ない構成を取り込む場合は、「システム・アクション」 > 「テンプレート」 > 「構成をテンプレート
として取り込む」 > 「物理 I/O なし」を展開します。「仮想 I/O サーバー (Virtual I/O Servers)」、「仮
想ネットワーク」、および「仮想ストレージ」など、システム構成に関する情報が「テンプレート詳
細」ページに表示されます。ターゲット固有でないすべてのデータは、システム・テンプレートの該
当フィールドに入っています。

2.「システム・テンプレートとして取り込む」ページで、「テンプレート名」フィールドにテンプレート・
ファイルの名前を指定します。

3.「テンプレートの説明」フィールドにテンプレートの説明を入力し、「了解」をクリックして、取り込ま
れたテンプレートを保管するか、あるいはこの操作を取り消したい場合は「取消」をクリックします。
「システム・テンプレートとして取り込む」ページで、取り込み操作の進行を表示することもできます。
メッセージにより、取り込み操作が正常に完了したことが示されます。該当する場合は適用可能な警告
メッセージまたはエラー・メッセージが表示され、エラーが発生して取り込み操作は失敗します。

タスクの結果
テンプレートは、テンプレート・ライブラリー内で使用可能です。このテンプレートを使用してシステム
をデプロイすることもできますし、テンプレートの任意の側面を変更してから、テンプレートを使用して
システムをデプロイすることもできます。
関連タスク
システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ
ハードウェア管理コンソール (HMC) のテンプレート・ライブラリー内で使用可能なシステム・テンプレー
トを使用して、システムをデプロイできます。「テンプレートからシステムをデプロイ」ウィザードを使用
することで、選択したシステムでのデプロイメントの完了に必要な、ターゲット・システム固有の情報が
提供されます。
システム・テンプレートの変更
取り込みシステム・テンプレートまたはユーザー定義システム・テンプレートで指定されている詳細を変
更し、変更点を新しいシステム・テンプレートに保管することができます。変更点を同じテンプレートに
保管することにより、テンプレートを上書きすることもできます。ハードウェア管理コンソール (HMC) を
使用することにより、このテンプレートを使用して他のシステムをデプロイすることができます。

システム・テンプレートの変更
取り込みシステム・テンプレートまたはユーザー定義システム・テンプレートで指定されている詳細を変
更し、変更点を新しいシステム・テンプレートに保管することができます。変更点を同じテンプレートに
保管することにより、テンプレートを上書きすることもできます。ハードウェア管理コンソール (HMC) を
使用することにより、このテンプレートを使用して他のシステムをデプロイすることができます。

このタスクについて
HMC を使用してシステム・テンプレートを変更するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
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「テンプレート詳細」ページが表示されます。
5.物理 I/O の設定を変更するには、「物理 I/O」タブをクリックします。取り込まれた I/O 情報の使用を
有効または無効にできます。取り込まれた物理 I/O 情報を使用するには、「取り込まれた I/O 情報を使
用」チェック・ボックスをクリックします。
「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを使用可能または使用不可にすると、このチェッ
ク・ボックスはシステム構成の「ハードウェア仮想化 I/O」タブ、および「VIOS の追加」ウィザード
の「ハードウェア仮想化 I/O」タブに読み取り専用モードで表示されます。

6.ホスト・イーサネット・アダプター  (HEA) やシングル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) の設定を変更する
には、「ハードウェア仮想化 I/O」タブをクリックします。
a)「ホスト・イーサネット・アダプター」タブで、「HEA ポート・グループの設定」および「HEA 物
理ポートの設定」を変更できます。HEA を追加するには「追加」タブをクリックし、HEA を除去す
るには、その HEA を選択して「除去 (Remove)」タブをクリックします。
HEA タブには一般アダプター・レベル設定があり、システムのデプロイ中に検出されたすべての物
理 HEA ポートと HEA ポート・グループに適用することができます。

b)「SR-IOV」タブで、SR-IOV アダプターのテーブルに、使用可能なハードウェア仮想化 I/O アダプタ
ーの属性が表示されます。
取り込まれたシステム・テンプレートに  RDMA over Converged Ethernet (RoCE) 論理ポートに関す
る情報が含まれている場合、その RoCE 論理ポートに関する情報が SR-IOV アダプターのテーブル
にリストされます。取り込まれた I/O 情報を使用していない場合は、システムのデプロイメント中
にアダプター設定を指定する必要があります。 選択したアダプターの物理イーサネット・ポート設
定を表示することができます。 「物理ポート」領域から、物理ロケーション・コードを選択して、
物理イーサネット・ポートの設定を確認します。イーサネット・アダプターの「速度」、「フロー制
御」、および「MTU サイズ」を確認できます。また、「ラベル」フィールドおよび「サブラベル」フ
ィールドの値を変更することもできます。

7. Virtual I/O Server (VIOS) の設定を変更するには、「仮想 I/O サーバー (Virtual I/O Servers)」タブをク
リックします。名前変更する VIOS を選択します。「VIOS 名」フィールドに名前を指定することがで
きます。 VIOS を追加するには、以下のステップを実行します。
a)「VIOSの追加」タブをクリックします。
b)「一般」タブの「VIOS 名」フィールドで、VIOS の名前を指定できます。
c)「ブート・モード」フィールドの値を選択します。
d)現行プロファイルの同期化を使用可能にするには、「構成変更をプロファイルに保管 (Save

Configuration Change to profile)」チェック・ボックスを選択します。
このオプションを選択した場合、パーティション・プロファイルは常に最後に活動化されたパーテ
ィション・プロファイルと同期がとられます。

e)「一般」タブの「詳細設定」領域で、「管理対象システムを使用した自動始動 」、「ムーバー・サービ
ス・パーティション」、「接続モニターを使用可能にする」、 「冗長エラー・パス報告を使用可能に
する」、「時刻基準を使用可能にする」、「VTPM を使用可能にする」、および「パフォーマンス情報の
収集を許可する」の各フィールドを選択したり、クリアしたりできます。HMC バージョン 9.1.920
以降を使用しており、ファームウェア・レベルが FW920 以降である場合は、「セキュア・ブート」
フィールドの値を選択できます。HMC がバージョン 9.2.950 以降であり、ファームウェアがレベル
FW950 以降の場合は、0 キロバイト (KB) の値を指定するか、システムによって「鍵ストア・サイ
ズ」フィールドでサポートされている値の範囲内の値を指定することができます。

f)「プロセッサー」タブで、プロセッサー・モードに「共用」を選択した場合は、プロセッサー・ウ
ェイトを上限ありまたは上限なしとして設定できます。プロセッサー・ウェイトを上限なしとして
設定する場合は、「ウェイト」フィールドにプロセッサー・ウェイトの値を指定する必要がありま
す。

g)「仮想プロセッサー」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。

h)「詳細設定」領域で、「プロセッサー互換モード」の値を選択できます。
i)「プロセッサー」タブで、プロセッサー・モードとして「専用」を選択した場合は、「プロセッサ
ー」領域で「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定できます。
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j)「詳細設定」領域で、「プロセッサー互換モード」と「アイドル・プロセッサー共用」のフィールド
に値を選択できます。

k)「メモリー」タブで、メモリー・モードに「共用」を選択した場合は、MB または GB のいずれかの
単位でメモリーの値を設定できます。

l)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。

m)「メモリー」タブで、メモリー・モードに「専用」を選択した場合は、MB または GB のいずれかの
単位でメモリーの値を設定できます。

n)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。
「詳細設定」領域は、専用メモリーを使用する場合にのみ表示されます。「メモリー拡張をしよう可
能にする (Enable Memory Expansion)」、および「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用可能に設
定できます。
•「メモリー拡張を使用可能にする (Enable Memory Expansion)」を使用可能にした場合は、Active

Memory Expansion (AME) 係数に 1.0 から 10.0 の範囲で値を指定できます。
•「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用可能にした場合は、「最小」、「割り当て済み」、および「最
大」の各フィールドに値を指定できます。

o)「物理 I/O アダプター」タブで、「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場
合は、取り込まれた物理 I/O アダプターの詳細を表示できます。

p)「ハードウェア仮想化 I/O」タブをクリックしてから、「SR-IOV」タブをクリックします。「取り込
まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場合は、取り込まれた物理イーサネット・
ポートの詳細を表示できます。 取り込まれたシステム・テンプレートに  RDMA over Converged
Ethernet (RoCE) 論理ポートに関する情報が含まれている場合、その RoCE 論理ポートに関する情報
もリストされます。取り込まれた I/O 情報を使用しない場合は、VIOS に割り当てる論理ポートと共
用イーサネット・アダプター  (SEA) バッキング・デバイスを選択できます。 また、システムで  RoCE
論理ポートが使用可能な場合は、その RoCE 論理ポートに関する詳細が表示されますが、RoCE 論理
ポートを SEA バッキング・デバイスとして使用することはできません。

q) SEA バッキング・デバイスを選択せずに「詳細設定」タブをクリックした場合は、「OS MAC アドレ
ス制限」、「VLAN ID 制限」、「ポート VLAN ID」、および「802.1Q 優先順位」の各フィールドに、
使用可能な値を選択できます。

r)論理ポートを除去するには、除去する論理ポートを選択して、「選択した対象の除去」をクリック
します。

s)「HEA」タブをクリックします。VIOS に割り当てる論理ポートと共用イーサネット・アダプター
(SEA) バッキング・デバイスを選択できます。

t) HEA を追加するには、「追加」タブをクリックします。「HEA ポート・グループの設定」領域で、
「MCS (マルチコア・スケーリング) 値」フィールドの値を選択できます。「HEA 物理ポートの設定」
領域で、速度の設定、全二重モードまたは半二重モードの選択、フロー制御の使用可能または使用
不可設定、および受信パケットの最大サイズの指定を行えます。

u) HEA を除去するには、除去する HEA を選択して、「選択した対象の除去」をクリックします。
v) VIOS を削除するには、VIOS を選択して右クリックし、「VIOS の削除」を選択します。

8.仮想ネットワークの設定を変更するには、「仮想ネットワーク」タブをクリックします。特定の仮想ネ
ットワーク、仮想スイッチ、またはネットワーク・ブリッジのテーブル行を選択して該当の仮想ネッ
トワーク、仮想スイッチ、またはネットワーク・ブリッジの詳細を変更し、選択した項目を右クリッ
クできます。ネットワーク、スイッチ、およびネットワーク・ブリッジを削除することもできます。
仮想ネットワークを追加するには、次のステップを実行します。
a)「仮想ネットワークの追加」をクリックします。
b)「ネットワーク名」タブをクリックします。
c)「仮想ネットワーク設定」領域で、「仮想ネットワーク名」フィールドに仮想ネットワークの値を入
力します。

d)「仮想ネットワーク・タイプ」の値を選択します。
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「仮想ネットワーク・タイプ」フィールドに「内部ネットワーク」を選択した場合は、「仮想ネット
ワーク ID」フィールドに値を入力します。オプションで、「ブリッジ・ネットワーク」を選択した
場合は、「IEEE 802.1q タグ付け」の値をリストから選択する必要があります。

e)「新規仮想ネットワークをすべての Virtual I/O Server に追加」チェック・ボックスを選択して、テ
ンプレートで指定されているすべての Virtual I/O Server に仮想ネットワークを割り当てます。

f)「仮想スイッチ設定」領域で、「既存仮想スイッチの使用」をクリックして既存の仮想スイッチを使
用するか、「新規仮想スイッチの作成」をクリックします。
「新規仮想スイッチの作成」をクリックした場合は、仮想スイッチ名の値を「仮想スイッチ名」フ
ィールドに入力します。

g)「次へ」をクリックします。
h)テンプレートに既存の仮想ネットワーク・ブリッジがあった場合は、「既存の仮想ネットワーク・
ブリッジを選択 (Select existing Virtual Network Bridge)」をクリックすることができます。 オプ
ションで、「新規仮想ネットワーク・ブリッジの作成」をクリックすることもできます。

i)「仮想ネットワーク・ブリッジの設定 (Virtual Network Bridge Settings)」領域で、「仮想ネットワ
ーク・ブリッジ  PVID (PowerVM) (Virtual Network Bridge PVID (PowerVM))」フィールドに値を
入力します。

j)「フェイルオーバー」フィールドの値を選択します。VIOS についてフェイルオーバーの使用を選択
する場合は、「2 次 VIOS」フィールドと「負荷共用」フィールドにも値を選択する必要があります。

k)「1 次 VIOS」フィールドの値を選択します。
l)「オプション設定」領域で、「ジャンボ・フレーム」、「大容量送信」、および「QoS」の各フィールド
の値を選択します。

m)既存の仮想ネットワーク・ブリッジを使用する場合に限り、「次へ」をクリックし、「負荷共用」タ
ブの値を表示および編集します。
それ以外の場合は、「次へ」をクリックすると「要約」タブが表示されます。

n)「負荷共用」タブで、「既存ロード・グループの使用」をクリックして既存の負荷共用グループを使
用するか、「新規ロード・グループの作成」をクリックします。

o)「新規ロード・グループの作成」を選択した場合は、「新規ロード・グループの  PVID (New Load
Group PVID)」フィールドに値を入力します。

p)「次へ」をクリックします。
q)「要約」タブに、仮想ネットワーク用に選択された構成の要約が表示されます。 構成の詳細を確認
して「完了」をクリックすれば、テンプレートに指定されている VIOS に仮想ネットワークを追加
できます。

9.仮想ストレージの設定を変更するには、「仮想ストレージ」タブをクリックします。「共用ストレージ・
プール・クラスター」の詳細を変更できます。 テンプレートにリストされている各 VIOS を、HMC に
よって管理される実際の共用ストレージ・プール・クラスターに割り当てることができます。 各 VIOS
に「メディア・リポジトリー」を指定できます。

10.共用プロセッサー・プールの設定を変更するには、「共用プロセッサー・プール」タブをクリックしま
す。共用プロセッサー・プールを追加したり、プールの名前を変更したり (デフォルト・プールは除
く)、各プールに割り当てられている処理装置を調整したりすることができます。共用プロセッサー・
プールを 削除することもできます。

11.共用メモリー・プールおよび予約済みストレージ・プールの設定を変更するには、「共用メモリー・プ
ールおよび予約済みストレージ・プール (Shared Memory Pool and Reserved Storage Pool)」タブを
クリックします。サイズや最大プール・サイズなど、共用メモリー・プールの詳細を変更できます。
Active Memory の重複排除を使用可能にする必要があるかどうかも指定できます。予約済みストレー
ジ・デバイス・プールの設定を変更することもできます。単一の VIOS を選択することも、「冗長
VIOS」を選択して冗長設定を指定することもできます。

12.詳細システム設定を変更するには、「詳細システム設定」タブをクリックします。「電源オン/オフ構
成」フィールドおよび「メモリーおよびパフォーマンス構成」フィールドの詳細を変更できます。 「保
管して終了」をクリックして、変更点を同じテンプレートに保管するか、「別名保管」を選択して、変
更点を新しいテンプレートに保管します。「キャンセル」をクリックすると、何も変更しないで終了し
ます。
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物理 I/O 設定の変更
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、クイック・スタート・システム・テンプレートまたは取
り込みシステム・テンプレートを変更することにより、システムのシステム  I/O の設定を変更することが
できます。その変更されたテンプレートは、システムをデプロイするために使用されます。

このタスクについて
テンプレートの物理 I/O 設定を変更するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.物理 I/O の設定を変更するには、「物理 I/O」タブをクリックします。取り込まれた I/O 情報の使用を有
効にしたり無効にしたりすることができます。取り込まれた物理 I/O 情報を使用するには、「取り込まれ
た I/O 情報を使用」チェック・ボックスをクリックします。

6.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

ハードウェア仮想化 I/O の設定の変更
システム・テンプレートで指定されているハードウェア仮想化 I/O の設定を変更し、ハードウェア管理コ
ンソール (HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、変更点を新しいテンプレートに保管すること
ができます。ホスト・イーサネット・アダプター  (HEA) およびシングル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) の設
定を変更できます。

このタスクについて
テンプレートの  HEA および SR-IOV 設定を変更するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「ハードウェア仮想化 I/O」タブをクリックします。
6.「ホスト・イーサネット・アダプター」タブで、「HEA ポート・グループの設定」および「HEA 物理ポ
ートの設定」を変更できます。
a)「HEA ポート・グループの設定」領域で、「MCS (マルチコア・スケーリング) 値」の値を選択できま
す。このタスクは、リストされた各ポート・グループに対して実行できます。

b)「HEA 物理ポートの設定」領域で、リストされた各ポートに対して、速度の設定、全二重モードまた
は半二重モードの指定、フロー制御の使用可能または使用不可設定、受信パケットの最大サイズの指
定を行えます。

c) HEA を追加するには、「追加」タブをクリックします。
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d)「HEA ポート・グループの設定」領域で、「MCS (マルチコア・スケーリング) 値」の値を選択できま
す。

e)「HEA 物理ポートの設定」領域で、速度の設定、全二重モードまたは半二重モードの指定、フロー制
御の使用可能または使用不可設定、および受信パケットの最大サイズの指定を行えます。

f) HEA を除去するには、除去する HEA を選択して、「除去 (Remove)」タブをクリックします。
7.「SR-IOV」タブで、テンプレートをデプロイするときの  SR-IOV 物理イーサネット・ポートの設定を指
定する必要があります。

8.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

タスクの結果
HEA タブには一般アダプター・レベル設定があり、デプロイ中に検出されたすべての物理 HEA ポートと
HEA ポート・グループに適用することができます。例えば、「ポート・グループ  MCS 値」を 2 に設定した
場合は、「論理ポートの最大数」の値が変更されます。デプロイメント時に、ターゲット・システム上のす
べてのホスト・イーサネット・アダプター上に置かれた各ポート・グループの「ポート・グループ  MCS 値」
は 2 になり、それに合った論理ポート数が使用可能になります。同様に、デプロイメント時に検出された
すべての HEA 上の各物理ポートに、4 つの物理ポートの設定が適用されます。
バーチャル I/O サーバーの設定の変更
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、システム・テンプレートで指定されている Virtual I/O
Server (VIOS) の設定を変更することができます。VIOS の追加や除去、VIOS のプロパティーの変更、およ
び VIOS に割り当てられているリソースの変更を行うことができます。

このタスクについて
テンプレートの  VIOS 設定を変更するには、以下の以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5. Virtual I/O Server (VIOS) の設定を変更するには、「仮想 I/O サーバー (Virtual I/O Servers)」タブをク
リックします。名前変更する VIOS を選択します。「VIOS 名」フィールドに名前を指定することができ
ます。 VIOS を追加するには、以下のステップを実行します。
a)「VIOSの追加」タブをクリックします。
b)「一般」タブの「VIOS 名」フィールドで、VIOS の名前を指定できます。
c)「ブート・モード」フィールドの値を選択します。
d)現行プロファイルの同期化を使用可能にするには、「構成変更をプロファイルに保管 (Save

Configuration Change to profile)」チェック・ボックスを選択します。
このオプションを選択した場合、パーティション・プロファイルは常に最後に活動化されたパーティ
ション・プロファイルと同期がとられます。

e)「一般」タブの「詳細設定」領域で、「管理対象システムを使用した自動始動 」、「ムーバー・サービ
ス・パーティション」、「接続モニターを使用可能にする」、 「冗長エラー・パス報告を使用可能にす
る」、「時刻基準を使用可能にする」、「VTPM を使用可能にする」、および「パフォーマンス情報の収
集を許可する」の各フィールドを選択したり、クリアしたりできます。HMC バージョン 9.1.920 以
降を使用しており、ファームウェア・レベルが FW920 以降である場合は、「セキュア・ブート」フ
ィールドの値を選択できます。HMC がバージョン 9.2.950 以降であり、ファームウェアがレベル
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FW950 以降の場合は、0 キロバイト (KB) の値を指定するか、システムによって「鍵ストア・サイ
ズ」フィールドでサポートされている値の範囲内の値を指定することができます。

f)「プロセッサー」タブで、プロセッサー・モードに「共用」を選択した場合は、プロセッサー・ウェ
イトを上限ありまたは上限なしとして設定できます。プロセッサー・ウェイトを上限なしとして設定
する場合は、「ウェイト」フィールドにプロセッサー・ウェイトの値を指定する必要があります。

g)「仮想プロセッサー」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定
できます。

h)「詳細設定」領域で、「プロセッサー互換モード」の値を選択できます。
i)「プロセッサー」タブで、プロセッサー・モードとして「専用」を選択した場合は、「プロセッサー」
領域で「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定できます。

j)「詳細設定」領域で、「プロセッサー互換モード」と「アイドル・プロセッサー共用」のフィールドに
値を選択できます。

k)「メモリー」タブで、メモリー・モードに「共用」を選択した場合は、MB または GB のいずれかの単
位でメモリーの値を設定できます。

l)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定
できます。

m)「メモリー」タブで、メモリー・モードに「専用」を選択した場合は、MB または GB のいずれかの単
位でメモリーの値を設定できます。

n)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定
できます。
「詳細設定」領域は、専用メモリーを使用する場合にのみ表示されます。「メモリー拡張をしよう可能
にする (Enable Memory Expansion)」、および「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用可能に設定で
きます。
•「メモリー拡張を使用可能にする (Enable Memory Expansion)」を使用可能にした場合は、Active

Memory Expansion (AME) 係数に 1.0 から 10.0 の範囲で値を指定できます。
•「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用可能にした場合は、「最小」、「割り当て済み」、および「最
大」の各フィールドに値を指定できます。

o)「物理 I/O アダプター」タブで、「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場
合は、取り込まれた物理 I/O アダプターの詳細を表示できます。

p)「ハードウェア仮想化 I/O」タブをクリックしてから、「SR-IOV」タブをクリックします。「取り込ま
れた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場合は、取り込まれた物理イーサネット・ポー
トの詳細を表示できます。 取り込まれたシステム・テンプレートに  RDMA over Converged Ethernet
(RoCE) 論理ポートに関する情報が含まれている場合、その RoCE 論理ポートに関する情報もリスト
されます。取り込まれた I/O 情報を使用しない場合は、VIOS に割り当てる論理ポートと共用イーサ
ネット・アダプター  (SEA) バッキング・デバイスを選択できます。 また、システムで  RoCE 論理ポー
トが使用可能な場合は、その RoCE 論理ポートに関する詳細が表示されますが、RoCE 論理ポートを
SEA バッキング・デバイスとして使用することはできません。

q) SEA バッキング・デバイスを選択せずに「詳細設定」タブをクリックした場合は、「OS MAC アドレ
ス制限」、「VLAN ID 制限」、「ポート VLAN ID」、および「802.1Q 優先順位」の各フィールドに、使
用可能な値を選択できます。

r)論理ポートを除去するには、除去する論理ポートを選択して、「選択した対象の除去」をクリックし
ます。

s)「HEA」タブをクリックします。VIOS に割り当てる論理ポートと共用イーサネット・アダプター
(SEA) バッキング・デバイスを選択できます。

t) HEA を追加するには、「追加」タブをクリックします。「HEA ポート・グループの設定」領域で、「MCS
(マルチコア・スケーリング) 値」フィールドの値を選択できます。「HEA 物理ポートの設定」領域
で、速度の設定、全二重モードまたは半二重モードの選択、フロー制御の使用可能または使用不可設
定、および受信パケットの最大サイズの指定を行えます。

u) HEA を除去するには、除去する HEA を選択して、「選択した対象の除去」をクリックします。
v) VIOS を削除するには、VIOS を選択して右クリックし、「VIOS の削除」を選択します。
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6.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

仮想ネットワークの設定の変更
システム・テンプレートで指定されている仮想ネットワークの設定を変更し、ハードウェア管理コンソー
ル (HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、変更点を新しいテンプレートに保管することができ
ます。 仮想スイッチ、またはネットワーク・ブリッジのプロパティーを変更できます。仮想ネットワーク
の追加または除去を行うこともできます。

このタスクについて
テンプレートの仮想ネットワーク設定を変更するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「仮想ネットワーク」タブをクリックします。
6.「仮想ネットワーク」領域で、変更したい仮想ネットワークを右クリックします。
仮想ネットワーク名、および「ロード・バランス・グループ」を変更できます。 仮想ネットワークを
削除することもできます。

7.「仮想スイッチ」領域で、変更したい仮想ネットワークを右クリックします。
仮想スイッチ名を変更したり、スイッチ・モードを仮想イーサネット・ブリッジ  (Virtual Ethernet
Bridging (VEB)) モードまたは仮想イーサネット・ポート・アグリゲーター (Virtual Ethernet Port
Aggregator (VEPA)) モードのいずれかを指定したりすることができます。

8.「仮想ブリッジ」領域で、変更したいネットワーク・ブリッジを右クリックします。
ネットワーク・ブリッジ名を変更したり、フェイルオーバーおよびロード・バランシングを使用可能
にするかどうかを指定したり、ネットワーク・ブリッジに関連付けられている VIOS を指定したりする
ことができます。

9.「詳細設定」領域で、サービス品質 (QoS) の優先順位を指定したり、「ジャンボ・フレーム」および「大
容量送信」を使用可能に設定したりすることができます。

10.「了解」をクリックします。
11.仮想ネットワークを追加するには、次のステップを実行します。

a)「仮想ネットワークの追加」をクリックします。
b)「ネットワーク名」タブをクリックします。
c)「仮想ネットワーク設定」領域で、「仮想ネットワーク名」フィールドに仮想ネットワークの値を入
力します。

d)「仮想ネットワーク・タイプ」の値を選択します。
「仮想ネットワーク・タイプ」フィールドに「内部ネットワーク」を選択した場合は、「仮想ネット
ワーク ID」フィールドに値を入力します。オプションで、「ブリッジ・ネットワーク」を選択した
場合は、「IEEE 802.1q タグ付け」の値をリストから選択する必要があります。

e)「新規仮想ネットワークをすべての Virtual I/O Server に追加」チェック・ボックスを選択して、テ
ンプレートで指定されているすべての Virtual I/O Server に仮想ネットワークを割り当てます。

f)「仮想スイッチ設定」領域で、「既存仮想スイッチの使用」をクリックして既存の仮想スイッチを使
用するか、「新規仮想スイッチの作成」をクリックします。
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「新規仮想スイッチの作成」をクリックした場合は、仮想スイッチ名の値を「仮想スイッチ名」フ
ィールドに入力します。

g)「次へ」をクリックします。
h)テンプレートに既存の仮想ネットワーク・ブリッジがあった場合は、「既存の仮想ネットワーク・
ブリッジを選択 (Select existing Virtual Network Bridge)」をクリックすることができます。 オプ
ションで、「新規仮想ネットワーク・ブリッジの作成」をクリックすることもできます。

i)「仮想ネットワーク・ブリッジの設定 (Virtual Network Bridge Settings)」領域で、「仮想ネットワ
ーク・ブリッジ  PVID (PowerVM) (Virtual Network Bridge PVID (PowerVM))」フィールドに値を
入力します。

j)「フェイルオーバー」フィールドの値を選択します。VIOS についてフェイルオーバーの使用を選択
する場合は、「2 次 VIOS」フィールドと「負荷共用」フィールドにも値を選択する必要があります。

k)「1 次 VIOS」フィールドの値を選択します。
l)「オプション設定」領域で、「ジャンボ・フレーム」、「大容量送信」、および「QoS」の各フィールド
の値を選択します。

m)既存の仮想ネットワーク・ブリッジを使用する場合に限り、「次へ」をクリックし、「負荷共用」タ
ブの値を表示および編集します。
それ以外の場合は、「次へ」をクリックすると「要約」タブが表示されます。

n)「負荷共用」タブで、「既存ロード・グループの使用」をクリックして既存の負荷共用グループを使
用するか、「新規ロード・グループの作成」をクリックします。

o)「新規ロード・グループの作成」を選択した場合は、「新規ロード・グループの  PVID (New Load
Group PVID)」フィールドに値を入力します。

p)「次へ」をクリックします。
q)「要約」タブに、仮想ネットワーク用に選択された構成の要約が表示されます。 構成の詳細を確認
して「完了」をクリックすれば、テンプレートに指定されている VIOS に仮想ネットワークを追加
できます。

12.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリッ
クして、変更点を新しいテンプレートに保管します。

仮想ストレージの設定の変更
システム・テンプレートで指定されている仮想ストレージの設定を変更し、ハードウェア管理コンソール
(HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、変更点を新しいテンプレートに保管することができま
す。共用ストレージ・プールに属する Virtual I/O Server (VIOS) を変更するか、メディア・リポジトリーを
追加または除去することができます。

このタスクについて
テンプレートの仮想ストレージ設定を変更するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「仮想ストレージ」タブをクリックします。
6.「仮想共用ストレージ・プール・クラスター (Virtual Shared Storage Pool Clusters)」領域で、VIOS に
割り当てる必要がある共用ストレージ・プール・クラスターを選択します。もう 1 つの方法として、「デ
プロイ時に選択」を選択することもできます。リストされたすべてのバーチャル I/O サーバーについて、
このタスクを実行します。
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7.「メディア・リポジトリー」領域で、「Virtual Shared Storage Pool Clusters領域にリストされた各 VIOS
に対して、メディア・リポジトリーを構成できます。「メディア・リポジトリー・サイズ」フィールド
に、サイズをパーセント値で指定します。測定単位は GB または MB とすることができます。

8.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

共用プロセッサー・プールの設定の変更
システム・テンプレートで指定されている共用プロセッサーの設定を変更し、ハードウェア管理コンソー
ル (HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、変更点を新しいテンプレートに保管することができ
ます。このテンプレートを使用して、変更した共用プロセッサー・プールの設定を備えたシステムをデプ
ロイすることができます。最大 63 個の共用プロセッサー・プールを構成できます。

このタスクについて
テンプレートの共用プロセッサー・プール設定を変更するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「共用プロセッサー・プール」タブをクリックします。
6.「プール名」フィールドで、プールの名前を指定できます。各プロセッサー・プールに割り当てる必要
がある予約済み処理装置数と処理装置の最大数を、「予約済み処理装置数」フィールドと「処理装置の
最大数 (Maximum Processing Units)」フィールドで指定できます。
これにより、テーブルに別の行が追加されます。
注 : デフォルト・プールを名前変更することはできません。

7.「さらに追加」タブをクリックして、別の共用プロセッサー・プールを追加し、追加したいプールの名
前を指定します。これにより、テーブルに別の行が追加されます。

8.共用プロセッサー・プールを除去するには、除去したいプールを選択して、「除去 (Remove)」をクリッ
クします。

9.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

共用メモリー・プール設定および予約済みストレージ・デバイス・プール設定の
変更
システム・テンプレートで指定されている共用メモリー・プールおよび予約済みストレージ・デバイス・
プールの設定を変更し、ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、
変更点を新しいテンプレートに保管することができます。このテンプレートを使用して、変更した共用メ
モリー・プールおよび予約済みストレージの設定を備えたシステムをデプロイすることができます。

このタスクについて
テンプレートの共用メモリー・プールおよび予約済みストレージ・デバイス・プールの設定を変更するに
は、以下の手順を実行します。
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手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「共用メモリー・プールおよび予約済みストレージ」タブをクリックします。
6.「共用メモリー・プール」領域で、「プール・サイズ」フィールドにプール・サイズの値を GB または

MB 単位で指定できます。
7.「最大プール・サイズ」フィールドに、最大プール・サイズの値を GB または MB 単位で指定できます。
8.「Active Memory 非重複化」リストから、Active Memory の重複排除機能を使用可能または使用不可に
設定することができます。

9.「予約済みストレージ・プール」領域で、「1 次ページング VIOS」および「2 次ページング VIOS」と
して使用する Virtual I/O Server (VIOS) の名前を指定できます。

10.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリッ
クして、変更点を新しいテンプレートに保管します。

詳細システム設定の変更
取り込みシステム・テンプレートまたはユーザー定義システム・テンプレートで指定されている詳細シス
テム設定を変更してテンプレートを上書きしたり、ハードウェア管理コンソール (HMC) インターフェース
を使用して新しいテンプレートに変更を保管したりすることができます。システムのシステム・パフォー
マンス、および電源オンまたは電源オフのポリシーを変更することができます。 これにより、複数のシス
テムのデプロイに要する時間を短縮することができます。
システム・パフォーマンスの設定の変更
システムがそのリソースを効率よく使用できるよう、システムのパフォーマンスの設定を変更することが
できます。効果的なパフォーマンス管理は、システム内の変更に対する迅速な対応と、アップグレードや
サービス料金の先送りによる経費の節約に役立ちます。論理メモリー・ブロック (LMB)、ヒュージ・ペー
ジ・カウントに適切な値を設定したり、電源オンと電源オフの構成を指定したりすることでも、パフォー
マンスを向上させることができます。

このタスクについて
システム・パフォーマンスの設定を変更するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「詳細システム設定」タブをクリックします。
a)「メモリーおよびパフォーマンス構成」領域で、「論理メモリー・ブロック (LMB)」のサイズを指定で
きます。

b)「ヒュージ・ページ・カウント」フィールドに値を指定します。
6.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。
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電源ポリシーの設定の変更
システム・テンプレートで指定されている電源ポリシーの設定を変更し、ハードウェア管理コンソール
(HMC) を使用して、テンプレートを上書きするか、変更点を新しいテンプレートに保管することができま
す。このテンプレートを使用して、変更された電源ポリシー設定とともにシステムをデプロイできます。

このタスクについて
システム電源ポリシーの設定を変更するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックして、変更したいシステム・テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
「テンプレート詳細」ページが表示されます。

5.「詳細システム設定」タブをクリックします。
a)「電源オン/オフ構成」領域で、「サーバー・ファームウェア始動ポリシー」リストから値を選択しま
す。

b)「システム電源オフ・ポリシー」リストから値を選択します。
c)「電源オン速度」リストから値を選択します。
d)「自動電源再始動」を使用可能または使用不可に設定できます。

6.「保管して終了」をクリックして、テンプレートに加えた変更を上書きするか、「別名保管」をクリック
して、変更点を新しいテンプレートに保管します。

システム・テンプレートを使用してシステムをデプロイするための前提条件
テンプレートを使用してシステムをデプロイする前に、前提条件を確認してください。
「テンプレートからシステムをデプロイ」ウィザードにより、システム・テンプレートを使用したデプロイ
メント操作のガイドが提供されます。このウィザードには、以下のタスクが含まれています。
• システムからデプロイメントを開始するときのシステム・テンプレートの選択、またはテンプレート・ラ
イブラリーからデプロイメントを開始するときのシステムの選択。

• システム設定の構成、I/O アダプターの割り当て、およびバーチャル I/O サーバーの作成。
• バーチャル I/O サーバー (VIOS) ソフトウェアのインストール。
• ネットワークおよびストレージ I/O 設定の構成。
システムが以下のいずれかの状態になっていれば、システム・テンプレートをデプロイすることができま
す。システム・テンプレートをデプロイする前に、以下の情報を検討し、システムが以下のいずれかの状
態にあるときにシステムのデプロイメントを続行した場合の影響について、理解しておいてください。
• システムが工場出荷時デフォルト構成である場合。このシステム上でシステムのデプロイメントを開始
できます。

• システムが工場出荷時デフォルト構成でなく、区画が存在しない場合。既に構成済みのシステムにシステ
ム・テンプレートをデプロイしようとすると、HMC は警告メッセージを表示します。 「了解」をクリッ
クした場合、デプロイメントが続行され、以前の区画構成 (ある場合) は除去されます。システムは、シ
ステム・テンプレートで指定されている区画を使用して構成されます。

• システムが工場出荷時デフォルト構成でなく、区画が存在する場合。システム・テンプレートをデプロイ
しようとすると、HMC は警告メッセージを表示します。システム・デプロイメントを開始すると、既存
の論理区画の構成データは除去されます。
必要な場合は、システム・リカバリーを実行するためにデータをバックアップしてください。
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関連情報
データのバックアップとリカバリー

システム・テンプレートを使用したシステムのデプロイ
ハードウェア管理コンソール (HMC) のテンプレート・ライブラリー内で使用可能なシステム・テンプレー
トを使用して、システムをデプロイできます。「テンプレートからシステムをデプロイ」ウィザードを使用
することで、選択したシステムでのデプロイメントの完了に必要な、ターゲット・システム固有の情報が
提供されます。

始める前に
システムをデプロイする前に、以下の前提条件を検討してください。
• HMC がバージョン 8.1.0、サービス・パック 1 以降である。
• ハイパーバイザーが稼働中状態またはスタンバイ状態である。
• 管理対象システムが稼働中状態またはスタンバイ状態である。
• 管理対象システムがどのロジカル・パーティションにも関連付けられていない。
注 : 管理対象システムに論理区画が既に構成されている場合は、警告メッセージが表示されます。デプロ
イメントを続行すると、HMC は以下のアクションを実行します。
– システム・レベルのすべての構成が、初期化されるかデフォルト値に設定されます。
– 実行状態にあるすべての論理区画がシャットダウンされ、自動的に削除されます。
– 実行状態にあるすべてのバーチャル I/O サーバーがシャットダウンされ、自動的に削除されます。

• ネットワーク・インストール管理 (NIM) サーバーから VIOS をインストールする場合は、HMC に必要な
NIM サーバー情報を持っている必要があります。

このタスクについて
テンプレートからシステムをデプロイすると、HMC は、選択されたテンプレートで指定されている構成が
必須システム機能に適合するかどうかを検査します。
システム・テンプレートを使用してシステムをデプロイするには、以下の手順を実行します。
注 : デプロイメント中に、「テンプレート詳細」タブをクリックして、テンプレート内に指定されているす
べての構成設定を表示できます。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」アイコン  をクリックします。
a)「すべてのシステム」をクリックします。「すべてのシステム」ページが表示されます。
b)作業ペインで、システムを選択し、「アクション」 > 「システム属性の表示」をクリックします。
「プロパティー」ページが表示されます。一度に選択可能なシステムは  1 つだけです。

c)「システム・アクション」 > 「テンプレート」 > 「テンプレートからシステムをデプロイ」を展開
します。テンプレートをシステムにデプロイすると、選択したシステムに対してシステム・デー
タ・チェック操作が実行されます。 システムの状況を確認するには、サーバーのリストからサーバ
ーを選択し、「リセット」をクリックします。

2.チェック操作で警告メッセージやエラー・メッセージが表示された場合は、テンプレート・ライブラ
リーから別のテンプレートを選択できます。選択したテンプレートにターゲット・システムとの互換
性があり、警告やエラーのメッセージが何も表示されない場合、または表示された警告メッセージが
許容できるものである場合は、「次へ」をクリックしてデプロイメントを続行します。ターゲット・シ
ステムに論理区画がある場合は、その論理区画と現行のシステム設定が削除されてリカバリーできな
くなることを示すメッセージと、デプロイメントを続行するかどうかを尋ねるプロンプトが表示され
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ます。 デプロイメントを続行するには「はい」をクリックし、ウィザードを終了するには「いいえ」
をクリックします。
あるいは、システムを選択して、「テンプレート」 > 「テンプレート・ライブラリー」をクリックする
こともできます。ステップ 5 に進みます。

3.テンプレート・ライブラリーからテンプレートをデプロイすることを選択した場合は、「システム」タ
ブをクリックして、リストからテンプレートを選択します。「リセット」をクリックします。チェック
操作で警告メッセージやエラー・メッセージが表示された場合は、テンプレート・ライブラリーから
別のテンプレートを選択できます。選択したテンプレートにターゲット・システムとの互換性があり、
警告やエラーのメッセージが何も表示されない場合、または表示された警告メッセージが許容できる
ものである場合は、「次へ」をクリックしてデプロイメントを続行します。ターゲット・システムに論
理区画がある場合は、論理区画が削除されることを示すメッセージと、デプロイメントを続行するか
どうかを尋ねるプロンプトが表示されます。デプロイメントを続行するには「はい」をクリックし、
ウィザードを終了するには「いいえ」をクリックします。

4.「SR-IOV アダプター設定」ページで、シングル・ルート I/O 仮想化 (SR-IOV) 対応アダプターを選択で
きます。
共用モードにある SR-IOV アダプターの論理ポートを、Virtual I/O Server (VIOS) に割り当てることが
できます。デフォルトでは、アダプターは専用モードになっています。
a)モードを共用モードに変更するには、「共用」をクリックします。
b)「構成する」をクリックします。
c)「SR-IOV アダプター設定」領域で、SR-IOV アダプターの各物理ポートの設定を表示したり変更し
たりすることができます。

d)「次へ」をクリックします。
5.選択したテンプレートにターゲット・システムとの互換性がある場合は、VIOS「構成の要約」ページ
が表示されます。オプションで、VIOS 名を変更できます。「次へ」をクリックします。

6.「物理 I/O」ページで、以下のステップを実行します。
a)「物理 I/O アダプター」領域で、物理 I/O アダプターを割り当てたい 1 つ以上のバーチャル I/O サ
ーバーを選択できます。「以下にアダプターを表示」フィールドで目的のドロワーを選択すること
により、システムの他のドロワーで使用可能なアダプターを表示できます。「未割り当て」オプシ
ョンを選択すると、VIOS に物理 I/O アダプターを割り当てないことを選択できます。
注 :

• HMC はターゲット・システムと通信して、VIOS に割り当てることができる物理 I/O アダプター
のリストを提供します。 それぞれのアダプターを単一の VIOS に割り当てることができますが、
すべてのアダプターを割り当てる必要はありません。

• HMC V9.1.910 以前から取り込まれたシステム・テンプレートを使用しており、取り込まれた物
理 I/O アダプター情報がテンプレートに含まれている場合、HMC は、取り込み操作中にシステム
から取り込まれた物理 I/O アダプター情報を使用しません。HMC は、仮想 I/O サーバーに割り当
てることができる宛先サーバー上の使用可能な物理 I/O アダプターを確認します。使用可能な物
理 I/O アダプターは、「物理 I/O」ページにリストされており、このリストで仮想 I/O サーバーに
割り当てるための物理 I/O アダプターを選択することができます。この動作は、取り込まれた
I/O 情報を使用したくない場合 (「物理 I/O」ページで「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・
ボックスを選択しない) にも適用できます。

• デプロイメントに使用するテンプレートに  VIOS が含まれていない場合、ウィザードは「システ
ム構成の進行状況」と「構成の要約」のページのみを表示します。「構成の要約」ページには、テ
ンプレート内で定義された設定に関する読み取り専用の情報が表示されます。これらの設定を検
討し、「次へ」 をクリックして「システム構成の進行状況」ページを表示し、デプロイメント・
プロセスを開始することができます。

• PowerVM が既にシステム上で構成されている (すべてのリソースが論理区画に割り当てられた状
態の出荷時のデフォルト構成) 場合は、システム内に既に区画が存在することを示すメッセージが
表示されます。システム・デプロイメントを再開する前に、システムを手動でリセットする必要
があります。
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• ケーブル・カードが入っているスロットは区画化できないため、VIOS に割り当てることはできま
せん。このため、ケーブル・カードが入っているスロットは、ケーブル・カードがシステムに関
連付けられていても、物理 I/Oアダプター構成ページには表示されません。

b)「ハードウェア仮想化 I/O」領域で、SR-IOV 対応アダプターの物理ポートに論理ポートを割り当て
ることができます。使用可能なアダプターに関する詳細 (アダプター・タイプなど) が表示されま
す。 RoCE 論理ポートが使用可能な場合、RDMA over Converged Ethernet (RoCE) 論理ポートが表示
されます。
• 取り込まれた I/O 情報を使用する場合、このページには構成に割り当てられたアダプターのリス
トが表示されます。

• 取り込まれた I/O 情報を使用しない場合は、「物理ポート、ラベル、サブラベル (Physical Port,
Label, Sub-label)」フィールドに値を選択でき、さらに、「キャパシティー」フィールドに値を指
定できます。リストされたバーチャル I/O サーバーのそれぞれについて、このステップを実行で
きます。

c)「了解」をクリックします。
物理ポート上のすべての構成済み論理ポートのパーセンテージ容量値の合計は、100% 以下でなけ
ればなりません。 論理ポートをさらに追加する際の構成作業を最小に抑えるために、一部の容量を
追加の論理ポート用に予約することができます。

7.「システム構成の進行状況」ページで「開始」をクリックすると、システム構成が開始され、システム
構成の進行状況を表示でき、完了と同時に構成の成功を示すメッセージが表示されます。

8.システム更新が完了して、VIOS 区画が作成されたら、「次へ」タブをクリックして、VIOS イメージを
インストールすることができます。
注 : このステップは、特に、システムを再始動する必要があるときは、完了までに少し時間がかかる場
合があります。

9.「VIOS インストール構成」ページで、「インストール方式」を選択できます。また、リストされる VIOS
区画の構成値を変更できます。「詳細設定」をクリックすることにより、アダプター速度、アダプター
二重、VLAN タグ優先順位、および VLAN タグ ID のそれぞれのデフォルト設定を変更できます。「次
へ」をクリックします。
注 : VIOS は、NIM サーバー、管理コンソール・イメージ、手動コンソール・セッション、または USB
デバイス上のイメージからインストールできます。データが必要となるフィールドは、選択したイン
ストール方式によって異なります。インストール方式に応じて、以下のオプションが使用可能になり
ます。
• NIM サーバーから VIOS をインストールする場合は、サーバー IP アドレスを指定する必要がありま
す。HMC は NIM サーバーに接続できることが必要です。

• イメージ・リポジトリーから VIOS をインストールする場合は、HMC IP アドレスと VIOS イメージ
名を指定する必要があります。

• 管理コンソールから VIOS をインストールする場合は、ブート・モードを指定する必要があります。
• VIOS を USB デバイスからインストールする場合には、その USB デバイスに、インストールしたい

VIOS イメージがあることを確認します。HMC IP アドレスを指定して、VIOS イメージのリストから
VIOS イメージを選択する必要があります。USB デバイスに保管されている VIOS イメージがすべて
リストされます。
インストール方式を選択した後で、インストール・アダプター、ポート番号、さらに VIOS IP アドレ
ス、サブネット・マスク、およびデフォルト・ゲートウェイも指定する必要があります。また、NIM
サーバー・インストール・オプションを選択すると、システムの  MAC アドレスを表示できます。 「詳
細設定」をクリックすることにより、オプションで、アダプター速度、アダプター二重、VLAN タグ優
先順位、および VLAN タグ ID のデフォルト設定を変更できます。 リストされたバーチャル I/O サーバ
ーのそれぞれについて、このステップを実行できます。

10.「VIOS インストール進行状況」ページで、「開始」をクリックすると、VIOS ソフトウェアがシステム
にインストールされます。VIOS インストールの進行状況を表示するには、「VTERM のモニター」をク
リックします。インストールが完了すると、構成の成功を示すメッセージが表示されます。
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11. VIOS イメージがインストールされた後や、すべてのバーチャル I/O サーバーについて RMC 接続が確
立された後で、ご使用条件を検討して、「すべての VIOS ライセンスに同意 (Accept all VIOS
Licenses)」をクリックして、VIOS ご使用条件に同意できます。

12.「VIOS ネットワーク・ブリッジ構成」ページで、リストされたネットワーク・ブリッジの値を変更で
きます。「次へ」をクリックします。
注 : ネットワーク・ブリッジは、外部から可視の一連の仮想ネットワークに対してサービスを行う共用
イーサネット・アダプター  (SEA) および幹線アダプターを表します。冗長ネットワークの場合、ネッ
トワーク・ブリッジは両方のバーチャル I/O サーバー上で一致する一連の共用イーサネット・アダプ
ターおよび幹線アダプターを表します。
「ネットワーク構成」ページの 「NetBridge」領域に、インストールされたバーチャル  I/O サーバーに
割り当てられている使用可能なネットワーク・アダプターとポートが入っているテーブルを表示でき
ます。インストールされ、テンプレート内のネットワーク・ブリッジに関連付けられている VIOS ごと
に、別個のテーブルがあります。少なくとも 1 つのポートを選択して、その VIOS の共用イーサネッ
ト・アダプターを作成するか、VIOS ごとに複数の物理ポートを選択するか、VIOS 上で選択された複
数のポートから 1 つのリンク集約デバイスを作成することを選択できます。リンク集約デバイスはイ
ーサチャネル・デバイスとも呼ばれ、複数のイーサネット・アダプターを集約できるネットワーク・
ポート集約テクノロジーです。集約されたアダプターは、単一のイーサネット・デバイスとして動作
します。リンク集約により、単一の IP アドレス上で単一のイーサネット・アダプターよりも高いスル
ープットが実現されます。取り込みテンプレートをシステム・デプロイメントに使用している場合は、
ポートと「リンク集約デバイスの作成」が既に選択されていることもあります。

13.「VIOS 仮想ストレージ構成」ページで、VIOS を共用ストレージ・プールに関連付けることができま
す。予約済みストレージ・デバイス・プール、およびメディア・リポジトリー・ボリューム・グルー
プを構成できます。「次へ」をクリックします。
注 : VIOS を共用ストレージ・プール・クラスターに割り当てるか、後で割り当てることができます。
共用ストレージ・プール・クラスターは、クラスター内の VIOS 区画への分散ストレージ・アクセスを
提供します。予約済みストレージ・デバイス・プールを構成することもできます。予約済みストレー
ジ・デバイス・プールは、ページング・スペース・デバイスとも呼ばれる予約済みストレージ・デバ
イスを持ち、メモリー・サイズが  0 バイトの共用メモリー・プールによく似ています。
予約済みストレージ・プールを構成すると、「テンプレートからシステムをデプロイ」ウィザード・ペ
ージに、使用可能な予約済みストレージ・デバイスが表示されます。使用可能なデバイスをリストか
ら選択して、予約済みストレージ・デバイス・プールを作成できます。どの VIOS を 1 次ページング
VIOS とし、どれを 2 次とするかを選択する必要があります。 ページング VIOS は、共用メモリー・プ
ールに割り当てられた VIOS 区画であり、共用メモリー・プールに割り当てられた論理区画にページン
グ・スペース・デバイスへのアクセスを提供します。
「メディア・リポジトリー・ボリューム・グループ」領域に、メディア・リポジトリー名が入った編集
可能フィールドと、ボリューム・グループに割り当てることができるストレージ・デバイスが入った
テーブルが表示されます。メディア・リポジトリーを構成することもできます。

14.「I/O 進行状況 (I/O Progress)」ページで、「開始」をクリックすると、構成プロセスが開始され、I/O
構成を表示できます。インストールの成功を示すメッセージが表示された後、「次へ」をクリックでき
ます。

15.「要約」ページで、変更の要約を表示できます。「完了」をクリックします。
これで、ご使用のシステムは、テンプレートで指定されている構成設定に基づいて完全にデプロイさ
れました。
注 : 構成が失敗した場合は、「テンプレートからシステムをデプロイ」ウィザードを終了して、システ
ム・デプロイメントを再開する必要があります。「完了」をクリックして、ウィザードを終了すること
ができます。
• 不完全なテンプレートをデプロイすることはできません。
• マシン・データのリセット直後にデプロイ操作が失敗した場合、ターゲット・システムの現在の構成
はすべて破棄され、システムを前の状態に復元することはできません。

• デプロイ操作が失敗した場合は、「システム・テンプレートのデプロイ」ウィザードによって VIOS
が作成され、デプロイメントがエラーで完了したことを示すメッセージが表示されます。作成された
VIOS をロールバックすることはできません。デプロイメントを手動でクリーンアップするか、ある
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いは HMC で使用可能な 「PowerVM の管理」機能を使用して、作成された VIOS にネットワークま
たはストレージを割り当てる必要があります。

システム・デプロイメントの障害からのリカバリー
システム・テンプレートを使用したシステム・デプロイメントが失敗した場合は、ハードウェア管理コン
ソール (HMC) を使用して、システムを非区画構成にリセットします。出荷時リセット・モード (または工場
出荷時デフォルト構成) は、管理対象システムをサービス・プロバイダーから受け取った時点での初期の単
一区画構成と同じものです。システムをリセットした後、「システム・テンプレートのデプロイ」ウィザー
ドを再度実行してください。
システム・テンプレートを使用したシステム・デプロイメントが失敗した場合、システムは以前の状態に
リストアされたりバックアップされたりしません。HMC コマンド行インターフェースを使用してシステム
を手動で構成するか、新規にデプロイメントを開始する必要があります。システムのデプロイメントが失
敗した場合は、「システム・テンプレートのデプロイ」ウィザードを終了します。システムを非区画構成に
リセットし、デプロイメント・プロセスを再始動してください。システムをリセットするには、HMC コマ
ンド行から rstprofdata コマンドを入力します。restore type パラメーターには 4 の値を指定します。
次に、「システム・テンプレートのデプロイ」ウィザードを再始動します。rstprofdata コマンドは、デ
ータ・ディスクのみを除去しますが、ブート・ディスクは残ります。
I/O アダプター構成、ネットワーク構成、または仮想ストレージ構成でシステム・デプロイメントが失敗し
たときは、ウィザードを終了し、HMC で使用可能な「PowerVM の管理」機能を使用して、構成を実行す
ることができます。
関連情報
管理対象システムの非区画構成へのリセット
rstprofdata

システム・テンプレートのコピー
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、 クイック・スタート・システム・テンプレートまたは取
り込みシステム・テンプレートを、そのテンプレートで指定されている構成の詳細と一緒に新しいシステ
ム・テンプレートにコピーすることができます。

このタスクについて
システム・テンプレートをコピーするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックしてから、コピーしたいシステム・テンプレートを選択し、「アクション」

> 「コピー」をクリックします。
4.「システム・テンプレートのコピー」ページで、「テンプレート名」フィールドにテンプレートの名前を
指定します。
同じ名前のテンプレートが存在する場合、コピーは失敗し、エラー・メッセージが表示されます。

5.「了解」をクリックします。
システム・テンプレートのインポート

ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーにシステム・テンプレート
をインポートすることができます。

このタスクについて
システム・テンプレートをインポートする前に、以下の制約事項について検討してください。
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• システム・テンプレートのスキーマが  HMC によってサポートされているスキーマと異なる場合、例え
ば、テンプレートの  OpenDocument スプレッドシート (ODS) ファイル・エレメントに含まれていないタ
グが使用されている場合は、システム・テンプレートをインポートすることができません。ただし、HMC
V9.1.930 以降を使用している場合は、別のシステム・テンプレートを選択し、そのシステム・テンプレ
ートをインポートすることができます。

• システム・テンプレート・ファイルのサイズが  10 MB を超える場合は、システム・テンプレートをイン
ポートできず、操作は失敗します。ただし、HMC V9.1.930 以降を使用している場合は、別のシステム・
テンプレートを選択し、そのシステム・テンプレートをインポートすることができます。
システム・テンプレートをインポートするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックし、「インポート」をクリックします。
システム・テンプレートをインポートするときには、以下の制約事項が適用されます。

4.「システム・テンプレートのインポート」ページで、「参照」をクリックして、必要なテンプレート・フ
ァイルまで移動します。
ファイルを選択すると、選択したファイルの名前が「テンプレート名」フィールドに表示されます。オ
プションで、ファイルの名前を変更できます。同じ名前のテンプレートが存在する場合、インポート操
作は失敗し、エラー・メッセージが表示されます。HMC V9.1.930 以降を使用している場合は、ファイ
ルの名前を変更したり、別のシステム・テンプレートを選択し、そのシステム・テンプレートをインポ
ートしたりすることができます。

5.「了解」をクリックします。
システム・テンプレートのエクスポート

ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーからシステム・テンプレー
トをエクスポートすることができます。

このタスクについて
システム・テンプレートをエクスポートするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックします。テンプレートを選択して、「アクション」 > 「エクスポート」をク
リックします。
ブラウザーが生成したウィンドウが開き、そのウィンドウで、エクスポートされたファイルを保管する
ことを選択できます。

4.「ファイルの保管」タブをクリックし、エクスポートされたファイルの保管先にする必要があるファイ
ル名を指定します。

5.「了解」をクリックします。
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システム・テンプレートの削除
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーからシステム・テンプレー
トを削除することができます。

このタスクについて
システム・テンプレートを削除するには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「システム」タブをクリックします。テンプレートを選択して、「アクション」 > 「削除」をクリックし
ます。

4.「テンプレートの削除」ページで、「はい」をクリックして選択したテンプレートを削除するか、「いい
え」をクリックして「テンプレートの削除」ページを閉じます。

区画のテンプレート
区画テンプレートには、物理アダプター、仮想ネットワーク、ストレージ構成などの区画リソースに関す
る詳細が入っています。 テンプレート・ライブラリーで入手できるクイック・スタート・テンプレートか
ら、または独自のユーザー定義テンプレートからクライアント区画を作成することができます。「パーティ
ション・テンプレートのデプロイ  (Deploy Partition template)」ウィザードを使用して、AIX、IBM i、ま
たは Linux の論理区画を作成できます。
以前のリリースでは、区画は、その区画の構成情報を保管したプロファイルに関連付けられていました。
区画をオンにすることは、プロファイルを選択して、その区画を活動化した後でのみ可能でした。
ハードウェア管理コンソール (HMC) バージョン 8.1.0、サービス・パック 1 以降では、テンプレートを使
用して区画を作成すると、その区画のデフォルト・プロファイルが自動的に作成されます。プロファイル
は、その区画を作成するために使用されたテンプレートで指定されている構成が基礎となります。テンプ
レートを使用して区画を作成した後、そのテンプレートは、作成された区画とのどのような関連付けも保
持しません。新規区画の作成にテンプレートを使用する必要はありませんが、テンプレートを使用すると、
区画の作成プロセスを簡素化できます。テンプレートには、プロファイルよりも高い柔軟性があります。
テンプレートを使用すると、区画を作成するときに、以下のオプションから選択ができるためです。
•「パーティションの作成」 - 選択したテンプレートに基づいて区画を作成しますが、その区画をオンには
しません。

•「パーティションの作成と活動化 (Create and activate partition)」 - 選択したテンプレートに基づいて区
画を作成し、そのテンプレートに関連付けられているリソースを区画にコミットします。「パーティショ
ンの作成」オプションと異なり、このオプションは区画をオンにします。
テンプレート・ライブラリーに含まれているクイック・スタート区画テンプレートには、一般的なシナリ
オに基づいた構成が入っています。ただし、ご使用の環境に固有の構成設定が入っているユーザー定義テ
ンプレートを作成することもできます。
区画テンプレートは、主に、新しい区画を作成するのに便利です。 テンプレートを使用して区画をデプロ
イするプロセスには、以下のタスクが含まれています。
1. 24 ページの『テンプレートを使用して論理区画を作成するための前提条件』
2. 24 ページの『区画テンプレートの詳細の表示』 (オプション)
3. 24 ページの『パーティション構成の取り込み』 (オプション)
4. 34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』
区画テンプレートを使用して、以下のタスクを実行することもできます。
• 25 ページの『区画テンプレートの変更』
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• 32 ページの『区画テンプレートのコピー』
• 32 ページの『区画テンプレートのインポート』

テンプレートを使用して論理区画を作成するための前提条件
テンプレートを使用して論理区画を作成する前に、前提条件を確認してください。
テンプレート・ライブラリーのいずれかの区画テンプレートを使用して、AIX、IBM i、または Linux の論理
区画を作成することができます。「テンプレートからパーティションを作成 (Create Partition from
Template)」ウィザードにより、論理区画を作成する手順のガイドが提供されます。
テンプレートからシステム上に論理区画を作成するには、事前にそのシステムを実行状態にしておく必要
があります。システムが電源オフの状態のときに、テンプレートから区画を作成することはできません。
一度に選択可能なテンプレートまたはシステムは  1 つだけです。デプロイ先として選択したシステム、ま
たはテンプレート・ライブラリーから選択したテンプレート名が画面に表示されます。

区画テンプレートの詳細の表示
テンプレートを使用して論理区画を作成する前に、そのテンプレート内の詳細を検討します。構成の詳細
を検討することにより、そのテンプレートがご使用の環境の要件に適合するかどうかを判別できます。論
理区画の作成に使用するテンプレートを既に特定してある場合、このタスクはオプションです。

このタスクについて
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して区画テンプレートの詳細を表示するには、以下の手順を実
行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックして、表示したい区画テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「表示」をクリックします。
プロセッサー、メモリー、物理 I/O アダプターなどの詳細、および区画の一般属性を表示できます。「一
般属性」タブの「仮想化機能」領域を表示して、区画が簡易リモート再始動フィーチャーをサポートし
ているかどうか確認することができます。表示された関連するタブをクリックすることにより、「仮想
ネットワーク」、「仮想 NIC」、「仮想ストレージ」、および区画の「ハードウェア仮想化 I/O」の詳細も表
示できます。あるいは、「テンプレートからの区画作成」ウィザードでテンプレートの詳細を表示する
こともできます。

パーティション構成の取り込み
実行中の区画または活動化されていない区画から構成の詳細を取り込み、その構成をカスタム・テンプレ
ートとして保管することができます。この機能を使用して、同じ構成を備えた複数の区画を作成できます。
クイック・スタート・テンプレートを使用する場合、このタスクを実行する必要はありません。

このタスクについて
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、実行中の論理システム区画の現在の構成を取り込むには、
以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」アイコン  をクリックします。
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a)「すべてのシステム」をクリックします。「すべてのシステム」ページが表示されます。
b)作業ペインで、該当の区画があるシステムを選択し、「アクション」 > 「システム区画の表示 (View

System Partitions)」をクリックします。システム上で使用可能なすべての区画が表示されます。
c)構成情報を取り込みたい区画を選択し、「アクション」 > 「テンプレート」 > 「区画をテンプレート
として取り込む (Capture Partition as a Template)」をクリックします。区画構成の詳細 (プロセッ
サー、メモリー、物理 I/O アダプター、仮想 I/O アダプターなど ) が「テンプレート詳細」ページに
表示されます。簡易リモート再始動機能をサポートする区画について構成が取り込まれると、取り込
まれたテンプレートは、「一般属性」タブの「仮想化機能」領域で使用可能にしたとおりのフィーチ
ャーを表示します。ターゲットに固有でないデータはすべて、区画テンプレートの該当するフィール
ドに取り込まれます。

2.「パーティション・テンプレートとして取り込む」ページで、「テンプレート名」フィールドにテンプレ
ート・ファイルの名前を指定します。

3.「テンプレートの説明」フィールドにテンプレートの説明を入力し、「了解」をクリックして、取り込ま
れたテンプレートを保管するか、あるいはこの操作を取り消したい場合は「取消」をクリックします。
「パーティション・テンプレートとして取り込む」ページで、取り込み操作の進行を表示することもで
きます。メッセージにより、取り込み操作が正常に完了したことが示されます。該当する場合は適用可
能な警告メッセージまたはエラー・メッセージが表示され、エラーが発生して取り込み操作は失敗しま
す。

タスクの結果
テンプレートを保管することを選択した場合は、そのカスタム・テンプレートがテンプレート・ライブラ
リー内で使用できるようになります。そのテンプレートを使用して、区画を作成できます。手順について
は、34 ページの『テンプレートを使用した論理区画の作成』を参照してください。テンプレートの構成
の詳細を変更することもできます。手順については、25 ページの『区画テンプレートの変更』を参照し
てください。

区画テンプレートの変更
ユーザー定義区画テンプレートまたは取り込み区画テンプレートで指定されている詳細を変更し、変更点
を新しい区画テンプレートに保管することができます。変更点を同じテンプレートに保管することによ
り、テンプレートを上書きすることもできます。ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用すると、テン
プレートを使用して論理区画を作成できます。

このタスクについて
HMC を使用して区画テンプレートを変更するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックして、変更したい区画テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
5.テンプレートの区画の属性を変更するには、「属性」タブをクリックします。
「一般」タブの「概説」領域で、区画名や区画のタイプなどの一般属性を変更できます。また、テンプ
レートに取り込まれた仮想シリアル番号を表示することもできます。「一般」タブの「仮想化機能」領
域で「簡易リモート再始動」などの区画レベルのフィーチャーや機能を有効にしたり、無効にしたり
できます。「簡易リモート再始動」フィールドの値について以下の 3 つのオプションのうちいずれかを
選択できます。
• 値「Enabled (使用可能)」を選択すると、HMC は、サーバーが簡易リモート再始動機能をサポート
しているかどうかを検証します。サーバーがこの機能をサポートしている場合、区画作成時に「テン
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プレートから区画を作成」ウィザードを使用することにより、区画が正常に作成されます。サーバー
がこの機能をサポートしていない場合、区画の作成は失敗し、エラー・メッセージが表示されます。

• 値「Enable if Possible (可能な場合は使用可能にする)」を選択すると、HMC は、サーバーが簡易リ
モート再始動機能をサポートしているかどうかを検証します。サーバーがこの機能をサポートして
いる場合、区画作成時に「テンプレートから区画を作成」ウィザードを使用することにより、区画が
正常に作成されます。この機能をサポートしていない場合、簡易リモート再始動機能がなくても、「テ
ンプレートから区画を作成」ウィザードは正常に実行されます。

• 値「Disabled (使用不可)」を選択すると、簡易リモート再始動機能を指定せずに「テンプレートから
区画を作成」ウィザードを使用することにより、区画作成時に区画が作成されます。

「詳細設定」領域で、拡張 AIX、Linux、IBM i フィーチャーを構成し、使用可能に設定したり、使用不
可に設定したりすることができます。 また、AIX 区画、Linux 区画、または IBM i 区画について Live
Partition Mobility 機能を使用不可にすることもできます。表示される「詳細」設定は、選択した区画の
タイプによって異なります。HMC V9.1.920 以降を使用しており、ファームウェア・レベルが FW920
以降である場合は、「セキュア・ブート」フィールドの値を選択できます。さらに、HMC がバージョン
9.2.950 以降であり、ファームウェアがレベル FW950 以降の場合は、0 キロバイト (KB) の値を指定す
るか、管理対象システムによって「鍵ストア・サイズ」フィールドでサポートされている値の範囲内
の値を指定することができます。変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」を
クリックします。それ以外の場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上
書きします。

6.テンプレートの共用プロセッサー設定を変更するには、「プロセッサー」タブをクリックして、「プロ
セッサー・モード」フィールドに対して「共用」を選択します。
a)「共用プロセッサー・プール」フィールドから、区画の共用プロセッサー・プールを選択します。
b)プロセッサー・ウェイトとして、「上限あり」または「上限なし」を選択します。上限ありプロセ
ッサー・ウェイトの場合は、ウェイトの値を「ウェイト」フィールドで指定します。

c)「仮想プロセッサー」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。

d)「処理装置」領域で、「最大」 、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定できま
す。

e)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

7.テンプレートの共用プロセッサー設定を変更するには、「プロセッサー」タブをクリックして、「プロ
セッサー・モード」フィールドに対して「専用」を選択します。
プロセッサー・モードとして「専用」を選択した場合は、仮想プロセッサーおよび処理装置を指定す
るオプションや、上限ありまたは上限なしのプロセッサー・ウェイトを選択するオプションは使用で
きません。
a)「プロセッサー」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指定で
きます。

b)「詳細設定」タブをクリックして、「プロセッサー互換モード」を変更するか、「専用ドナー・モー
ド」を使用可能または使用不可にします。

c)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

8.テンプレートの共用メモリー設定を変更するには、「メモリー」タブをクリックして、「メモリー・モ
ード」フィールドに対して「共用」を選択します。
a)メモリーの単位として MB または GB を選択できます。
b)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。

c)「詳細設定」タブをクリックして、論理区画の詳細メモリー設定を変更します。 「割り当て済み
I/O 指定メモリー」リストから、「自動」または「手動」を選択します。 オペレーティング・シス
テム環境が IBM i である場合は、「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用できます。オペレーティン
グ・システム環境が AIX である場合は、「Active Memory Expansion を使用可能にする」を選択し
て、Active Memory Expansion を使用することも選択できます。
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d)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

9.テンプレートの専用メモリー設定を変更するには、「メモリー」タブをクリックして、「メモリー・モ
ード」フィールドに対して「専用」を選択します。
a)メモリーの単位として MB または GB を選択できます。
b)「メモリー割り当て」領域で、「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに値を指
定できます。

c)「詳細設定」タブをクリックして、論理区画の詳細メモリー設定を変更します。 オペレーティング・
システム環境が IBM i である場合は、「ヒュージ・ページ・メモリー」を使用することを選択できま
す。オペレーティング・システム環境が AIX である場合は、「Active Memory Expansion を使用可
能にする」を選択して、Active Memory Expansion を使用することも選択できます。
プロセッサー・モードが専用の場合、メモリーは専用モードにのみ設定できます。

d)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

10.テンプレートの物理 I/O の設定を変更するには、「物理 I/O アダプター」タブをクリックします。
I/O 情報が取り込まれたテンプレートを使用するときは、取り込まれた I/O アダプター情報のテーブル
と、それらのアダプターが元のシステムから取り込まれたものであることの説明が「物理 I/O アダプ
ター」タブに表示されます。これらの説明では、ロケーション・コードのターゲット・システム上の
マップ先である実際のアダプター・タイプが表示されない場合もあります。取り込まれた I/O 情報が
ターゲット・システムの  I/O 情報に一致する場合は、I/O アダプターの設定を変更できません。取り込
まれた情報を使用しない場合は、「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスをクリアしま
す。表示された I/O アダプターをその区画に割り当てることができます。

11.テンプレートの永続メモリー・ボリュームの構成を変更するには、「永続メモリー」タブをクリックし
ます。
永続メモリーがサポートされるのは、HMC V9.1.940 以降を使用していて、かつファームウェアがレベ
ル FW940 以降である場合のみです。
a)「永続メモリー」領域では、論理区画に対して構成されているすべての仮想永続メモリー・ボリュ
ームを表示することができます。
取り込まれた I/O 情報を使用している場合は、永続メモリー・ボリュームの名前、アフィニティー、
および元のシステムから取り込まれた永続メモリー・ボリュームのサイズを表示できます。取り込
まれた I/O 情報を使用していない場合は、以下のタスクを実行できます。
• 永続メモリー・ボリュームを追加するには、「永続メモリー」ページの「追加」をクリックしま
す。

• 永続メモリー・ボリュームを削除するには、「永続メモリー」ページで永続メモリー・ボリューム
を選択し、「アクション」 > 「削除」をクリックします。

• オペレーティング・システムで複数のデュアル・インライン・メモリー・モジュール (DIMM) で
のメモリー割り当てに関する情報を取得する場合、「区画の属性」ページで「アフィニティー」チ
ェック・ボックスを選択できます。この情報は、論理区画で実行されているアプリケーションに
役立つ可能性があります。

12.テンプレートの仮想ネットワークの設定を変更するには、「詳細」領域で「仮想ネットワーク」タブを
クリックします。
a)「パーティション仮想ネットワーク」領域で、「デプロイメント時に仮想ネットワークを選択

(Choose Virtual Networks during Deployment)」または「この区画テンプレートで仮想ネットワ
ークを指定 (Specify Virtual Networks in this Partition Template)」のいずれかを選択できます。

b)「この区画テンプレートで仮想ネットワークを指定」を選択した場合は、仮想ローカル・エリア・
ネットワーク (VLAN) 名と VLAN ID を指定する必要があります。仮想ネットワークを追加するに
は、「ネットワークの追加」タブをクリックします。テーブルの下部に、適切なフィールドととも
に行が付加されます。ネットワークを除去するには、削除するネットワークをテーブルから選択し
て、「選択した対象の除去」をクリックします。

c)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。
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13.テンプレートの仮想ネットワーク・インターフェース・コントローラー (vNIC) 設定を変更するには、
「詳細」領域で「仮想 NIC」タブをクリックします。

a)「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスのチェック・マークを外した場合にのみ、vNIC
の編集、追加、または除去を行えます。vNIC をテンプレートに追加するには、「仮想 NIC の追加」
をクリックします。「ポート VLAN ID」、「VLAN ID 制限」、「MAC アドレス」、「OS MAC アドレス制
限」、「バッキング・デバイス・キャパシティー  (%)」、および「バッキング・デバイス・フェイルオ
ーバー優先順位」の各フィールドの値を指定できます。「バッキング・デバイスのフェイルオーバ
ー優先順位」フィールドのデフォルト値は「デフォルトを使用」です。バッキング・デバイスのデ
フォルト値の修正、あるいは vNIC に対するバッキング・デバイスの追加や除去を行うには、仮想
NIC を選択して、「アクション」 > 「バッキング・デバイスの変更」をクリックします。「仮想 NIC
自動優先順位フェイルオーバー」を使用可能にしたり使用不可にしたりできます。バッキング・デ
バイスを vNIC にさらに追加するためには、「バッキング・デバイスの追加」をクリックします。バ
ッキング・デバイスを除去するには、目的のバッキング・デバイスを選択して、「除去」をクリッ
クします。 vNIC の設定を変更するには、変更したい vNICを選択して、「アクション」 > 「変更」
をクリックします。vNIC を除去するには、削除する vNIC をテーブルから選択して、「アクション」
> 「除去」をクリックします。
「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場合、テーブルにリストされてい
る vNIC は表示できますが、vNIC を編集することはできません。vNIC の詳細を表示するには、目
的の vNIC を選択して、「アクション」 > 「表示」をクリックします。

b)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

14.テンプレートの仮想ストレージの設定を変更するには、「詳細」領域で「仮想ストレージ」タブをクリ
ックします。
a)「仮想 SCSI」タブで、区画の活動化に必要な仮想 SCSI アダプターを構成することができます。取
り込まれたテンプレートを使用している場合、テーブルには、そのテンプレートに取り込まれたす
べての共用ストレージ・プール・ボリュームが表示されます。

b)「共用ストレージ・プール・ボリューム」領域では、「SSP ボリュームの追加」タブをクリックして
共用ストレージ・プール・ボリュームを追加したり、「選択した対象の除去」をクリックして選択
した対象の共用ストレージ・ボリュームを削除したりすることができます。
テンプレートを使用して区画を作成する際に、いずれの共用ストレージ・プール・ボリュームを追
加する場合でも、テンプレートに共用ストレージ・プール・ボリュームを指定する必要がありま
す。

c)「共用ストレージ・プール・クラスター名」リストから値「デプロイ時に選択」を選択することに
より、区画の作成時に共用ストレージ・プール・クラスターを指定するよう選択したり、共用スト
レージ・プールおよびティアを指定したりすることができます。

d)共用ストレージ・ボリューム・プールについてシン・プロビジョニングを使用可能または使用不可
に設定することもできます。

e)「物理ボリューム」領域で、「物理ボリュームの構成 (Configure Physical Volumes)」を使用可能に
設定できます。

a)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

15.テンプレートの仮想ファイバー・チャネルの設定を変更するには、「仮想ファイバー・チャネル」タブ
をクリックします。
a)「デプロイメント中に仮想ファイバー・チャネル・ストレージを構成」、「取り込まれた情報を使用
して、仮想ファイバー・チャネル・ストレージを構成」、または「仮想ファイバー・チャネル・ス
トレージを構成しません」のいずれかを選択できます。
取り込みテンプレートを使用している場合は、取り込まれたファイバー・チャネル・ポート情報も
表示されます。

b)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

16.テンプレートの仮想光ディスク装置の設定を変更するには、「仮想光ディスク装置」タブをクリックし
ます。区画の活動化に必要な仮想光ディスク装置アダプターの構成を選択できます。テンプレートに
取り込まれたすべての仮想光ディスク装置がテーブルに表示されます。
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a)光ディスク装置を追加するには、「仮想光ディスク装置の追加」をクリックします。
b)装置を削除するには、削除したい光ディスク装置の行に表示される「除去 (Remove)」タブをクリ
ックします。

c)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

17.「詳細」領域で、「ハードウェア仮想化 I/O」タブをクリックします。
a)「HEA」タブをクリックします。テーブルにリストされるそれぞれの論理ホスト・イーサネット・
アダプター  (LHEA) について、オペレーティング・システム・レベルの VLAN ID および MAC アドレ
スの制限を変更できます。 「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択した場合
は、論理ポートを追加あるいは除去したり、「詳細設定」タブの値の変更したりすることはできま
せん。
LHEA の追加も除去もできません。

b)「SR-IOV」タブをクリックします。「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスはデフォル
トで選択されます。
• 取り込まれた I/O 情報を使用している場合は、論理ポートを追加あるいは除去したり、「詳細設
定」タブの値の変更したりすることはできません。 取り込まれた区画テンプレートに  RDMA over
Converged Ethernet (RoCE) 論理ポートに関する情報が含まれている場合、その RoCE 論理ポート
に関する情報もリストされます。 「SR-IOV 論理ポート」領域では、別のサーバーに移行できる
SR-IOV バックアップ・デバイスの設定を表示できますが、変更することはできません。

•「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスをクリアすることにより、取り込まれた I/O
情報を使用していない場合は、以下のタスクを実行できます。
– イーサネット論理ポートに固有の属性を変更します。
– 論理ポートの容量を、物理ポートの能力のパーセンテージとして指定します。 キャパシティ
ー・レベルによって、物理ポートから論理ポートに割り当てられるリソースの量が決定します。

–「追加」タブをクリックして、RoCE 論理ポートをテンプレートに追加します。
–「詳細設定の変更」ページの「バックアップ・デバイス・タイプ」リストから SR-IOV バックア
ップ・デバイスを選択することにより、論理ポートを別のサーバーに移行できるように、SR-
IOV 論理ポートを構成します。

注 :

• SR-IOV 論理ポートのみを移行でき、RoCE 論理ポートは移行できません。
• HMC がバージョン 9.1.940.x であり、かつファームウェアがレベル FW940 の場合、Hybrid

Network Virtualization 機能の「移行可能」オプションは、テクノロジー・プレビューとしてのみ
使用でき、実動でのデプロイメントは意図されていません。ただし、HMC がバージョン 9.1.941.0
以降であり、ファームウェアがレベル FW940.10 以降の場合は、Hybrid Network Virtualization 機
能の「移行可能」オプションはサポートされます。

c)論理ポートの設定を編集するには、目的のポートを選択して、「詳細設定」タブをクリックします。
「OS MAC アドレス制限」フィールドおよび「VLAN ID 制限」フィールドの値を選択できます。

•「OS MAC アドレス制限」フィールドの値として「指定されたものを許可」を選択した場合は、「許
可されている MAC アドレスを指定」フィールドに  MAC アドレスを指定する必要があります。
MAC アドレスをさらに追加するには正符号 (+) をクリックし、MAC アドレスを除去するには負符
号 (−) をクリックします。

•「VLAN ID 制限」フィールドの値として「指定されたものを許可」を選択した場合は、「VLAN ID
または範囲を指定」フィールドに  VLAN ID、または VLAN ID の範囲を指定する必要があります。

• VLAN ID の値に 0 を指定した場合、「802.1Q 優先順位」の優先順位フィールドは使用不可になり
ます。ただし、2 から 4094 までの範囲でいずれかの値を指定した場合は、優先順位値を設定で
きます。優先順位は、VLAN ネットワークでのフレームの優先順位付けに使用されます。

•「プロミスキャス (Promiscuous)」オプションは、論理ポートがクライアント区画上の仮想イーサ
ネット・アダプターをブリッジングするための物理デバイスとして使用される場合を除き、使用
不可です。論理ポートがプロミスキャス・モードである場合、「VLAN ID 制限」 と 「OS MAC ア
ドレス制限」フィールドは無効になります。「閉じる」をクリックする。
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d)論理ポートを追加するには、「はい」タブをクリックします。
e)論理ポートを除去するには、「選択した対象の除去」タブをクリックします。
f)変更点を新しい名前のテンプレートで保管するには、「別名保管」をクリックします。それ以外の
場合は、「保管して終了」をクリックして、テンプレート内の変更点を上書きします。

Live Partition Mobility (LPM) を無効化するための区画テンプレートの変更
ユーザー定義の区画テンプレートまたは取り込んだ区画テンプレートを変更して論理区画の Live Partition
Mobility 機能を無効化し、ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して変更点を新しい区画テンプレー
トに保管することができます。

このタスクについて
HMC では、論理区画レベルで Live Partition Mobility 機能を使用不可にするために「移行を無効にする」オ
プションが提供されます。ユーザーはこのオプションを使用して、独立系ソフトウェア・ベンダー (ISV) の
アプリケーション・ライセンス交付要件に対応することができます。HMC を使用して論理区画に対して
Live Partition Mobility 機能を使用不可にするには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「区画」タブをクリックして、変更したい区画テンプレートを選択します。
4.「アクション」 > 「編集」をクリックします。
5.テンプレートの区画の属性を変更するには、「属性」 > 「詳細設定」タブをクリックします。
6.「移行を無効にする」チェック・ボックスを選択します。
7.「保管して終了」をクリックして変更点を同じテンプレートに保管するか、「別名保管」を選択して変更
点を新しいテンプレートに保管します。
独立系ソフトウェア・ベンダーによっては、そのアプリケーションの移行が可能なすべてのシステムに
ついてライセンスの購入を必要とする場合があります。システム・レベルで Live Partition Mobility 機能
を無効化するのではなく、IBM では、システムの他の論理区画上で実行されるアプリケーションについ
て移行を利用可能にしたままにする一方で、ISV ライセンス交付要件に対応するために移行を使用不可
にするよう、この監査可能な論理区画レベルの仕組みを提供します。
注 : IBM ソフトウェアでは、そのようなライセンス交付要件は定められていません。
「移行を無効にする」オプションは、すべてのファームウェア・バージョンと、システムがバージョン

8.4.0 以降の HMC によって管理される場合にサポートされます。また、chsyscfg コマンドを、
migration_disabled 属性に対して値 1 を指定して、HMC コマンド行から実行することができます。区画
作成中に論理区画の Live Partition Mobility 機能を無効にするには、HMC コマンド行から、
migration_disabled 属性に対して値 1 を使用して mksyscfg コマンドを実行してください。「移行を無
効にする」オプションは、Representational State Transfer (REST) アプリケーション・プログラミング・
インターフェース  (API) でもサポートされます。
注 : PowerVM NovaLink は、システムが  HMC によって共同管理されている場合に、「移行を無効にする」
オプションをサポートします。ただし、PowerVM NovaLink では、Live Partition Mobility 機能を無効化
するためのオプションは提供されません。

Live Partition Mobility 無効化操作のためのシステム・イベント・ログの表示
ハードウェア管理コンソール (HMC) が提供する「移行を無効にする」オプションに対する変更はいずれも
システム・イベントとしてログに記録されるため、監査目的で確認できます。システム・イベントは、リ
モート再始動または簡易リモート再始動の機能が設定された場合にも、ログに記録されます。システム・
イベント・ログは、読み取り専用であり、変更できません。
以下のアクションが発生すると、システム・イベントがログに記録されます。
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• 論理区画作成中の、リモート再始動、簡易リモート再始動、または Live Partition Mobility の各属性の設
定。

• リモート再始動、簡易リモート再始動、または Live Partition Mobility の各属性の変更。
• プロファイル・データの復元。プロファイル・データの復元について詳しくは、プロファイル・データの
復元を参照してください。

HMC コマンド行インターフェースから  lssvceventsコマンドを実行すると、システム・イベントを表示
できます。グラフィカル・ユーザー・インターフェース  (GUI) を使用してシステム・イベントを表示する
こともできます。GUI の使用について詳しくは、コンソール・イベント・ログを参照してください。HMC
コマンド行インターフェースから  chhmc コマンドを実行して、これらのシステム・イベントを HMC と同
じネットワーク上にあるリモート・サーバーに送信することもできます。
以下のシステム・イベントをログに記録できます。
表 1. イベント ID および対応するメッセージ文字列
イベント ID イベント・メッセージ文字列
2420 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対する区画の移行は無効になりました。
2421 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対する区画の移行は有効になりました。
2422 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対する簡易リモート再始動は無効になりました。
2423 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対する簡易リモート再始動は有効になりました。
2424 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対するリモート再始動は無効になりました。
2425 ユーザー名 {0}: MTMS{4} のある管理対象システム  {3} 上の ID {2} を持つ

区画 {1} に対するリモート再始動は有効になりました。
以下に、システム・イベントの例を示します。
• HMC によって管理されるどの論理区画で Live Partition Mobility 機能が無効または有効であるかを調べる
ためのコマンド。
lssvcevents -t console | grep vclient

次の例は、lssvcevents コマンドの出力を示しています。
time=10/30/2015 10:11:32,text=HSCE2521 UserName hscroot: Enabled partition migration for 
partition 
vclient10 with Id 10 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567.

time=10/30/2015 10:01:35,text=HSCE2520 UserName hscroot: Disabled partition migration for 
partition
vclient9 with Id 9 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567.

• HMC によって管理されるどの論理区画で Live Partition Mobility 機能が無効であるかを調べるためのコマ
ンド。
lssvcevents -t console | grep HSCE2520

次の例は、lssvcevents コマンドの出力を示しています。
time=10/30/2015 10:01:35,text=HSCE2520 UserName hscroot: Disabled partition migration for 
partition
vclient9 with Id 9 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567.
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• HMC によって管理されるどの論理区画で Live Partition Mobility 機能が特定のシステム  (1234567) に対
して無効または有効であるかを調べるためのコマンド。
lssvcevents -t console | grep  "partition migration for partition" | grep 1234567

次の例は、lssvcevents コマンドの出力を示しています。
time=10/30/2015 10:11:32,text=HSCE2521 UserName hscroot:  Enabled partition migration for 
partition
vclient10 with Id 10 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567.

time=10/30/2015 10:01:35,text=HSCE2520 UserName hscroot: Disabled partition migration for 
partition
vclient9 with Id 9 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567.

• HMC によって管理される特定のシステム  (1234567) 内の特定の論理区画 (vclient9) で Live Partition
Mobility 機能が無効であるのか有効であるのかを調べるためのコマンド。
lssvcevents -t console | grep  "partition migration for partition vclient9" | grep 1234567

次の例は、lssvcevents コマンドの出力を示しています。
time=10/30/2015 10:01:35,text=HSCE2520 UserName hscroot: Disabled partition migration for 
partition
vclient9 with Id 9 on Managed system ct05 with MTMS 8205-E6D*1234567

区画テンプレートのコピー
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、 クイック・スタート区画テンプレートまたは取り込み区
画テンプレートを、そのテンプレートで指定されている構成の詳細と一緒に新しい区画テンプレートにコ
ピーすることができます。

このタスクについて
区画テンプレートをコピーするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックして、コピーしたい区画テンプレートを選択し、「アクション」 >
「コピー」をクリックします。

4.「パーティション・テンプレートのコピー」ページで、「テンプレート名」フィールドにテンプレートの
名前を指定します。 その名前のテンプレートが存在する場合、コピーは失敗し、エラー・メッセージが
表示されます。

5.「了解」をクリックします。
区画テンプレートのインポート

ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーに区画テンプレートをイン
ポートすることができます。

このタスクについて
区画テンプレートをインポートする前に、以下の制約事項について検討してください。
• 区画テンプレートのスキーマが  HMC によってサポートされているスキーマと異なる場合、例えば、テン
プレートの OpenDocument スプレッドシート (ODS) ファイル・エレメントに含まれていないタグが使用
されている場合は、区画テンプレートをインポートすることができません。ただし、HMC V9.1.930 以降
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を使用している場合は、別の区画テンプレートを選択し、その区画テンプレートをインポートすることが
できます。

• 区画テンプレート・ファイルのサイズが  10 MB を超える場合は、区画テンプレートをインポートできず、
操作は失敗します。ただし、HMC V9.1.930 以降を使用している場合は、別の区画テンプレートを選択
し、その区画テンプレートをインポートすることができます。
区画テンプレートをインポートするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックし、「インポート」をクリックします。
4.「パーティション・テンプレートのインポート」ページで、「参照」をクリックして、目的のテンプレー
ト・ファイルまで移動します。
ファイルを選択すると、選択したファイルの名前が「テンプレート名」フィールドに表示されます。オ
プションで、ファイルの名前を変更できます。その名前のテンプレートが存在する場合、インポートは
失敗し、エラー・メッセージが表示されます。HMC V9.1.930 以降を使用している場合は、ファイルの
名前を変更したり、別の区画テンプレートを選択し、その区画テンプレートをインポートしたりするこ
とができます。

5.「了解」をクリックします。
区画テンプレートのエクスポート

ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーから区画テンプレートをエ
クスポートすることができます。

このタスクについて
区画テンプレートをエクスポートするには、以下のステップを実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックします。テンプレートを選択して、「アクション」 > 「エクスポー
ト」をクリックします。
ブラウザーが生成したウィンドウが開き、そのウィンドウで、エクスポートされたファイルを保管する
ことを選択できます。

4.「ファイルの保管」タブをクリックして、ファイルの名前を指定します。
5.「了解」をクリックします。

区画テンプレートの削除
ハードウェア管理コンソール (HMC) を使用して、テンプレート・ライブラリーから区画テンプレートを削
除することができます。

このタスクについて
区画テンプレートを削除するには、以下のステップを実行します。
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手順

1.ナビゲーション・ペインで、「HMC 管理」アイコン   をクリックします。
2.「テンプレートおよび  OS イメージ」をクリックします。
3.「パーティション」タブをクリックします。テンプレートを選択して、「アクション」 > 「削除」をクリ
ックします。

4.「テンプレートの削除」ページで、「はい」をクリックして、選択したテンプレートを削除します。ある
いは、「いいえ」をクリックし、「テンプレートの削除」ページを閉じます。

テンプレートを使用した論理区画の作成
ハードウェア管理コンソール (HMC) のテンプレート・ライブラリー内で使用可能な区画テンプレートを使
用して、区画を作成できます。「テンプレートから区画を作成 (Create a Partition from Template)」ウィザ
ードにより、デプロイメント・プロセスから構成手順までのガイドが提供されます。

このタスクについて
HMC は、「次へ」がクリックされたときに、選択されたテンプレートがシステム機能に一致するかどうかを
検査します。テンプレートがシステム機能に一致しない場合は、エラー・メッセージが表示されます。機
能に一致する別のテンプレートを選択するか、テンプレートを編集し、その変更したテンプレートを論理
区画の作成に使用することができます。
区画テンプレートを使用して区画を作成するには、以下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」アイコン  をクリックします。
a)「すべてのシステム」をクリックします。「すべてのシステム」ページが表示されます。
b)作業ペインで、システムを選択し、「アクション」 > 「システム属性の表示」をクリックします。
「プロパティー」ページが表示されます。

c)「システム・アクション」 > 「テンプレート」 > 「テンプレートからパーティションを作成 (Create
Partition from Template)」を展開します。あるいは、テンプレート・ライブラリーにアクセスし
て、区画を作成することができます。

2.「次へ」をクリックします。
選択したテンプレートにターゲット・システムとの互換性がある場合は、「パーティション構成の要
約」ページが表示されます。ネイティブ  I/O 機能を備えた IBM i 区画をサポートしないサーバーの場合
は、「制限付き I/O 区画」チェック・ボックスを選択して、IBM i の制限付き I/O モードを有効にする
必要があります。「制限付き I/O 区画」チェック・ボックスを選択せずに区画の作成を続行すると、警
告メッセージが表示されます。区画の作成を続行するには、このウィザードを再度実行して、「制限付
き I/O 区画」チェック・ボックスを選択する必要があります。

3.「パーティション構成の要約」ページで、デフォルトの区画名を変更できます。AIX区画または Linux
区画の場合、区画テンプレートでその区画が共用プロセッサーを使用することを指定しているときは、
「共用プロセッサー・プール」オプションを選択することもできます。IBM i 論理区画の場合は、「IBM

i タグ付き I/O」タブが表示されます (「IBM iタグ付き I/O」タブについて詳しくは、ステップ 8 を参
照してください)。さらに、管理対象システムが仮想シリアル番号 (VSN) をサポートしており、管理対
象システムが  Power® エンタープライズ・プール 2.0 に含まれていない場合は、論理区画の「仮想シリ
アル番号 (Virtual Serial Number)」を指定することもできます。以下のオプションからいずれか  1 つ
選択できます。
• VSN なし
• 自動割り当て
• プールから選択
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テンプレートの詳細を表示するには、「テンプレート詳細」をクリックします。HMC V9.1.920 以降を
使用しており、ファームウェア・レベルが FW920 以降である場合は、セキュア・ブート機能がサポー
トされます。 「セキュア・ブート」フィールドの値を選択するには、「一般」タブをクリックして、「詳
細」をクリックします。値を選択して、「次へ」をクリックします。さらに、HMC V9.2.950 以降を使
用しており、ファームウェアがレベル FW950 以降の場合は、0 キロバイト (KB) の値を指定するか、
管理対象システムによって「鍵ストア・サイズ」フィールドでサポートされている値の範囲内の値を
指定することができます。「鍵ストア・サイズ  (KeyStore Size)」フィールドの値を選択するには、「一
般」タブをクリックして、「詳細」をクリックします。
注 :

• 区画鍵ストア・データを暗号化するためのシステム鍵がユーザー定義鍵でない場合、区画鍵ストア機
能と簡易リモート再始動機能の両方が使用可能な状態で論理区画を作成することはできません。

• テンプレートに、Live Partition Mobility のような仮想化機能に関する詳細が含まれている場合は、「テ
ンプレート詳細」をクリックすることにより、詳細を表示できます。

4.「永続メモリー」ページで、以下のステップを実行します。
取り込まれた区画テンプレートを使用している場合、「永続メモリー」領域には、元のシステムから取
り込まれたすべての永続メモリー・ボリュームが表示されます。永続メモリー・ボリュームの名前を
編集して、永続メモリー・ボリュームを論理区画に関連付けることができます。取り込まれた I/O 情
報を使用していない場合は、区画テンプレートの編集タスクを使用して、永続メモリー・ボリューム
を論理区画に追加することができます。デプロイ操作時に、永続メモリー・ボリュームの名前とサイ
ズを変更して、永続メモリー・ボリュームを論理区画に関連付けることができます。

5.「物理 I/O」ページで、以下のステップを実行します。
a)「物理 I/O アダプター」領域で、論理区画の物理 I/O アダプターを選択できます。 システムの他の
ドロワーで使用可能なアダプターを表示するには、「以下にアダプターを表示」リストからドロワ
ーを選択します。
• V9.1.910 以降を使用しており、取り込まれた区画テンプレートを使用している場合、そのテンプ
レートに取り込まれた I/O 情報が含まれていると、HMC は、取り込み操作中に区画から取り込ま
れた物理 I/O アダプター情報を使用しません。HMC は、論理区画に割り当てることができる宛先
サーバー上の使用可能な物理 I/O アダプターを確認します。これらの使用可能な物理 I/O アダプ
ターは、「物理 I/O」ページにリストされており、このリストで論理区画に割り当てるための物理
I/O アダプターを選択することができます。このシナリオは、取り込まれた I/O 情報を使用した
くない場合 (「物理 I/O」ページで「取り込まれた I/O 情報を使用」チェック・ボックスを選択し
ない) にも適用できます。

• HMC V9.1.930 以降を使用しており、取り込まれた区画テンプレートを使用している場合、宛先
サーバーの物理 I/O アダプターのうち、取り込まれたテンプレート内の物理 I/O アダプターの詳
細と一致するアダプターが自動的に選択されます。 取り込まれたテンプレートの詳細と一致す
る物理 I/O アダプターがない場合、HMC は、宛先サーバー上の使用可能な物理 I/O アダプターを
調べて、論理区画に割り当てることができる物理 I/O アダプターがないかを確認します。 使用可
能な物理 I/O アダプターは、「物理 I/O」ページにリストされており、このリストで論理区画に割
り当てるための物理 I/O アダプターを選択することができます。

b)「SR-IOV 論理ポート」領域では、以下のタスクを実行できます。
• 取り込まれた I/O 情報を使用しており、取り込まれた区画テンプレートに  RDMA over Converged

Ethernet (RoCE) 論理ポートに関する情報が含まれている場合、RoCE 論理ポートに関する情報が
リストされます。ロケーション・コードに一致し、ソース論理ポートのプロトコル (イーサネット
または RoCE) をサポートするターゲット物理ポートが複数ある場合は、ターゲット物理ポートの
リストからターゲット・ポートを選択できます。
注 :

– HMC V9.1.920 以前を使用しており、必要な SR-IOV 論理ポートに完全一致するポートがサー
バーに含まれていなければ、デプロイメント操作は失敗します。

– HMC V9.1.930 以降を使用している場合、必要な SR-IOV 論理ポートに完全一致するポートが
サーバーに含まれていなくても、論理ポートを作成するための代替の SR-IOV 物理ポートがあ
れば、デプロイメント操作を続行できます。また、必要な SR-IOV 論理ポートに完全一致する
ポートがサーバーに含まれていない場合でも、バッキング・デバイスとして構成できる論理ポ
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ートを作成するための代替の SR-IOV 物理ポートがあれば、デプロイメント操作を続行できま
す。

– 別のサーバーに移行できる SR-IOV 論理ポートの設定を表示できますが、変更することはでき
ません。

• テンプレートから取り込まれた I/O 情報を使用していない場合は、以下のタスクを実行できます。
– 表示された SR-IOV 論理ポートを論理区画に割り当てます。また、論理ポートの詳細属性を指
定することもできます。

– ターゲット・ポートを選択し、論理ポートの容量を変更します。論理ポートのプロトコル (イ
ーサネットまたは RoCE) をサポートする物理ポートのみがリストされます。

– 論理ポートを別のサーバーに移行できるように、SR-IOV 論理ポートを構成します。
注 :

• SR-IOV 論理ポートのみを移行でき、RoCE 論理ポートは移行できません。
• HMC がバージョン 9.1.940.x であり、かつファームウェアがレベル FW940 の場合、Hybrid

Network Virtualization 機能の「移行可能」オプションは、テクノロジー・プレビューとしてのみ
使用でき、実動でのデプロイメントは意図されていません。ただし、HMC がバージョン 9.1.941.0
以降であり、ファームウェアがレベル FW940.10 以降の場合は、Hybrid Network Virtualization 機
能の「移行可能」オプションはサポートされます。

c)「バックアップ・デバイス・タイプの構成 (Configure Backup Device Type)」領域では、「バックア
ップ・デバイス・タイプ」を仮想 NIC アダプターまたは仮想イーサネット・アダプターとして構成
できます。

6.区画を作成する前にテンプレート内でネットワークを指定していた場合は、「ネットワーク構成」ペー
ジに、その区画が接続する仮想ネットワークの詳細が表示されます。区画を作成する前にネットワー
クを指定していなかった場合は、このページには使用可能なネットワークのリストが表示されます。
どちらの場合も、仮想イーサネット・アダプター  ID を指定できます。「次へ」をクリックします。

7.「仮想 NIC 構成 (Virtual NIC Configuration)」ページで、テンプレート内にあるすべての仮想ネットワ
ーク・インターフェース・コントローラー (vNIC) がテーブルに表示されます。取り込まれた I/O 情報
がテンプレートで使用される場合は、「ホスティング区画」フィールドの値を変更し、該当のホスティ
ング区画に一致する物理ポートを選択することができます。取り込まれた I/O 情報がテンプレートで
使用されない場合は、各バッキング・デバイスの「キャパシティー  (%)」、「物理ポート」、「ホスティン
グ区画」、および「フェイルオーバー優先順位」の各フィールドの値を変更することができます。 物理
ポートの数は、テンプレートに指定されている vNIC のバッキング・デバイスの数と等しいか、それよ
り大きくなければなりません。vNIC の各バッキング・デバイスを異なる物理ポート上で作成する必要
があるためです。また、テンプレート設定に応じて、「MAC アドレス」フィールドの値も指定できま
す。「次へ」をクリックします。

8.「ストレージ構成」ページで、以下のステップを実行します。
注 : 仮想 SCSI (Small Computer Serial Interface)、仮想ファイバー・チャネル、仮想光ディスク・デバ
イスなどのストレージ・リソースを構成できます。仮想アダプターを使用すると、物理ハードウェア
を使用せずに論理区画を相互に接続できます。オペレーティング・システムは、物理アダプターの表
示、構成、使用の場合と同様に、仮想アダプターを表示し、構成し、使用することができます。論理
区画が使用する操作環境に応じて、 仮想イーサネット・アダプター、仮想ファイバー・チャネル・ア
ダプター、仮想光ディスク装置、および仮想 SCSI アダプターを作成できます。仮想 SCSI (vSCSI) を使
用して、管理対象システム上のバックアップ操作と保守操作を簡略化できます。システム論理区画で
データをバックアップすると、各クライアント論理区画でもデータがバックアップされます。NPIV
(N_Port ID Virtualization) 機能を使用すると、複数の論理区画が同じ物理ファイバー・チャネル・アダ
プターを介して独立した物理ストレージにアクセスできるように、管理対象システムを構成すること
ができます。NPIV は、ファイバー・チャネル・ネットワークのための標準テクノロジーです。NPIV
を使用すると、複数の論理区画を 1 つの物理ファイバー・チャネル・アダプターの  1 つの物理ポート
に接続できます。
a)「仮想 SCSI」をクリックします。
b)「物理ボリューム」領域で、物理ボリュームを割り当てることができます。物理ボリュームの Virtual

I/O Server (VIOS) 接続を編集するには、「接続の編集」をクリックします。テーブル内の他の物理
ボリュームを表示するには、「割り当て済みの物理ボリュームを表示」をクリックします。
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c)「共用ストレージ・プール・ボリューム」領域では、共用ストレージ・プール・ボリュームのデバ
イスの詳細を表示することができます。デバイス名をクリックして、「SSP ボリュームの構成」ウ
ィンドウを開きます。「SSP ボリュームの構成」ウィンドウで、共用ストレージ・プール・クラス
ターと、デバイスを割り当てたいティアを選択します。
装置についてシン・プロビジョニングを使用可能または使用不可に設定することもできます。シ
ン・プロビジョニングを行った装置では、使用中のストレージ・スペースが実際に使用されている
ストレージ・スペースより大きくなることがあります。シン・プロビジョニングを行った装置のス
トレージ・スペースのブロックが使用されていない場合、その装置全体が物理ストレージ・スペー
スによってバックアップされるわけではありません。シン・プロビジョニングを使用すると、スト
レージ・プールのストレージ容量を超過することができます。

d)「仮想ファイバー・チャネル」をクリックします。「仮想ファイバー・チャネル」コンテンツ領域
に、区画の接続先にできる仮想ファイバー・チャネル・ポートを示すテーブルが表示されます。表
示されたポートのリストから、仮想ファイバー・チャネル・ポート・ポートを選択できます。
• HMC V9.1.920 以前を使用しており、取り込まれた区画テンプレートを使用している場合、必要
なファイバー・チャネル・アダプターに完全一致するアダプターがサーバーに含まれていなけれ
ば、デプロイメント操作は失敗します。

• HMC V9.1.930 以降を使用しており、取り込まれた区画テンプレートを使用している場合、宛先
サーバーの仮想ファイバー・チャネル・アダプターのうち、取り込まれたテンプレート内の仮想
ファイバー・チャネル・アダプターの詳細と一致するアダプターが自動的に選択されます。 取り
込まれたテンプレートの詳細と一致する仮想ファイバー・チャネル・アダプターがない場合、HMC
は、宛先サーバー上の使用可能な仮想ファイバー・チャネル・アダプターを調べて、論理区画に
割り当てることができる仮想ファイバー・チャネル・アダプターがないかを確認します。 使用可
能な仮想ファイバー・チャネル・アダプターが、「仮想ファイバー・チャネル」ページにリストさ
れます。このリストから、論理区画に割り当てる仮想ファイバー・チャネル・アダプターを選択
できます。

e)「仮想光ディスク装置」をクリックします。
「仮想光ディスク装置」コンテンツ領域に、テンプレートで指定されている装置が表示されます。
オプションで、装置を作成する VIOS を変更できます。

f)「次へ」をクリックします。
9. IBM i 論理区画の場合は、「IBM i タグ付き I/O (IBM i Tagged I/O)」ページが表示されます。「ロード・
ソース」、「代替再始動デバイス」、「コンソール」、 「代替コンソール」、および「操作コンソール」の
各フィールドの値を選択します。

10.「要約」ページで、変更の要約を表示できます。以下のオプションのいずれかを選択します。
• パーティションの活動化 - このウィザードで選択したリソースを使用して区画を作成し、その区画を
活動化します。

• パーティションの作成と構成の適用 - このウィザードで選択したリソースを使用して区画を作成し
ます。
ステップ 9 でこのオプションを選択した場合、選択したリソースを使用して論理区画が作成されま
す。このステップには少し時間がかかる場合があります。操作の進行状況を確認できます。操作が
完了した後、「ネットワーク・ブート」ウィザードを使用して論理区画にオペレーティング・システ
ムをインストールする場合は、「クリックしてインストール  (Click to Install)」を選択します。

11.「完了 (Finish)」をクリックします。
注 : HMC V9.1.920 以前を使用している場合、選択したテンプレートによって提供された I/O アダプタ
ー構成を含むすべての構成にシステムが一致しなければ、デプロイメント操作は失敗し、区画は作成
されません。 仮想ネットワークまたは仮想ストレージのマッピングが失敗した場合、区画は作成され、
区画が作成されたがエラーがあること示すメッセージが表示されます。 作成されたパーティションは
ロールバックできません。 手動で区画を削除するか、HMC で使用可能な「PowerVM の管理」機能に
進んで、作成された区画にネットワークまたはストレージを割り当てる必要があります。
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「パーティションの作成」オプションを使用した論理区画の作成
「パーティションの作成」オプションを使用すると、AIX、Linux、または IBM i の論理区画を作成できます。

このタスクについて
「パーティションの作成」オプションを使用して AIX、Linux、または IBM i の論理区画を作成するには、以
下の手順を実行します。

手順

1.ナビゲーション・ペインで、「リソース」アイコン  をクリックします。
2.「すべてのシステム」をクリックします。「すべてのシステム」ページが表示されます。
3.作業ペインで、システムを選択し、「アクション」 > 「システム区画の表示 (View System Partitions) 」
をクリックします。「区画」ページが表示されます。

4.「アクション」 > 「区画」をクリックします。
5.「区画の作成」をクリックします。
デフォルトの場合、論理区画は「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに  0.1 処理単
位を指定し、さらに「最大」、「割り当て済み」、および 「最小」の各フィールドに  1 仮想プロセッサー
を指定して、共用モードで作成されます。サーバーが共用プロセッサー・プールをサポートしない場
合、論理区画は「最大」、「割り当て済み」、および「最小」の各フィールドに  1 プロセッサーを指定し
て、専用モードで作成されます。 共用モードと専用モードのいずれの場合も、「最大」フィールドのデ
フォルト値は 4 GB、「割り当て済み」フィールドと「最小」フィールドのデフォルト値は 1 GB です。
論理区画を活動化する前に、論理区画にストレージおよびネットワークのリソースを割り当てる必要が
あります。オプションで、「区画の管理」機能を使用して割り当てられたデフォルト値を変更できます。
あるいは、「すべてのシステム・リソースの割り当て」チェック・ボックスを選択してすべてのリソー
スを区画に割り当てることもできます。論理区画の作成は、他のすべてのアクティブ論理区画と仮想
I/O サーバーがシャットダウンされていないと正常に行われません。

6.単一の論理区画を作成するには、以下の手順を実行します。
a)「単一区画」タブを選択します。「基本構成 (Basic Configuration)」タブをクリックして、「区画名」、
「区画 ID」、および「区画タイプ」を指定します。「最大仮想アダプター数」フィールドに目的の論理
区画の仮想アダプターの最大数を指定します。さらに、管理対象システムが仮想シリアル番号をサポ
ートしており、管理対象システムが  Power エンタープライズ・プール 2.0 に含まれていない場合は、
論理区画の「仮想シリアル番号 (Virtual Serial Number)」を指定することもできます。以下のオプ
ションからいずれか 1 つ選択できます。
• VSN なし
• 自動割り当て
• プールから選択
「プールから選択」オプションを選択して、「仮想シリアル番号選択」ウィンドウを開きます。このウ
ィンドウには、仮想シリアル番号のグループ、および区画に割り当てられる使用可能な仮想シリアル
番号がリストされています。リストから仮想シリアル番号を選択します。
注 : Power ファームウェア・レベルが FW950 で、仮想シリアル番号が割り当てられた論理区画が管
理対象システムにある場合、その管理対象システムを  Power エンタープライズ・プール 2.0 に追加
することはできません。 あるいは、管理対象システムが  Power エンタープライズ・プール 2.0 に存
在している場合、管理対象システムは仮想シリアル番号を論理区画に割り当てることができません。

b)「プロセッサー構成」タブをクリックして、その論理区画で、その専用のプロセッサーを使用するの
か、それとも他の論理区画と共用するプロセッサーを使用するのかを指定します。
• 専用プロセッサーを使用する論理区画を作成することを選択した場合は、「最小」、「割り当て済
み」、および「最大」の各フィールドの値を指定できます。
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• 共用プロセッサーを使用する論理区画を作成することを選択した場合は、「仮想プロセッサー」領
域の「最小」、「割り当て済み」、および「最大」の各フィールド、さらに「処理装置」領域の「最
小」、「割り当て済み」、および「最大」の各フィールドの値を指定できます。

•「上限あり」または「上限なし」として、プロセッサー・ウェイトを設定できます。プロセッサー・
ウェイトを「上限なし」として設定する場合は、「ウェイト」フィールドにプロセッサー・ウェイ
トの値を指定する必要があります。

c)「メモリー構成 (Memory Configuration)」タブをクリックして、「最小」、「割り当て済み」、および
「最大」の各フィールドの値を指定します。

7.複数の論理区画を作成するには、以下のステップを実行します。
a)「複数の区画 (Multiple Partitions)」タブを選択します。
b)論理区画に割り当てられた最小リソースで新規区画を作成するには、+ タブをクリックします。「区
画の作成」ページに、論理区画のリストおよび論理区画の詳細が示されます。論理区画の詳細には、
「区画名」、「インスタンスの数 (No. Of Instances)」、「区画 ID」、「区画タイプ」、「最大仮想アダプタ
ー数」、「推奨メモリー (MB)」、「プロセッサー・タイプ (Processor Type)」、「推奨プロセッサー数」
などがあります。さらに、管理対象システムが仮想シリアル番号をサポートしており、管理対象シス
テムが Power エンタープライズ・プール 2.0 に含まれていない場合は、論理区画の「仮想シリアル
番号 (Virtual Serial Number)」を指定することもできます。以下のオプションからいずれか  1 つ選
択できます。
• VSN なし
• 自動割り当て
注 : Power ファームウェア・レベルが FW950 で、仮想シリアル番号が割り当てられた論理区画が管
理対象システムにある場合、その管理対象システムを  Power エンタープライズ・プール 2.0 に追加
することはできません。 あるいは、管理対象システムが既に Power エンタープライズ・プール 2.0
に存在している場合、管理対象システムは仮想シリアル番号を論理区画に割り当てることができませ
ん。

c)論理区画のプロセッサー・リソースおよびメモリー・リソースを指定するには、「区画名」列から論
理区画を選択します。

d)「プロセッサー構成」タブをクリックして、その論理区画で、その専用のプロセッサーを使用するの
か、それとも他の論理区画と共用するプロセッサーを使用するのかを指定します。
• 専用プロセッサーを使用する論理区画を作成することを選択した場合は、「最小」、「割り当て済
み」、および「最大」の各フィールドの値を指定できます。

• 共用プロセッサーを使用する論理区画を作成することを選択した場合は、「仮想プロセッサー」領
域の「最小」、「割り当て済み」、および「最大」の各フィールド、さらに「処理装置」領域の「最
小」、「割り当て済み」、および「最大」の各フィールドの値を指定できます。

•「上限あり」または「上限なし」として、プロセッサー・ウェイトを設定できます。プロセッサー・
ウェイトを「上限なし」として設定する場合は、「ウェイト」フィールドにプロセッサー・ウェイ
トの値を指定する必要があります。

e)「メモリー構成」タブをクリックします。論理区画のメモリー・リソースの最小量、割り当て量、お
よび最大量を指定できます。これらを指定するには、「最小」、「割り当て済み」、および「最大」の各
フィールドで値を指定します。

f)「最大仮想アダプター数」フィールドに目的の論理区画の仮想アダプターの最大数を指定します。
g)「インスタンスの数 (No. Of Instances)」フィールドで、論理区画のインスタンスの数を指定します。
このフィールドで指定できる最大値は 20 です。

h)論理区画を削除するには、「区画名」列から論理区画を選択し、- タブをクリックします。
8.「了解」をクリックします。
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が使用可能であることを意味するものではありません。 これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害するこ
とのない、機能的に同等の 製品、プログラム、またはサービスを使用することができます。 ただし、IBM
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東京都中央区日本橋箱崎町 19番 21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外
以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。IBM およびその直接または間接
の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証お
よび法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任は適用されないものとします。 国
または地域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限を受
けるものとします。
この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。 本書は定期的に見直され、必要な変
更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随時、この文書に記載されている製品またはプロ
グラムに対して、 改良または変更を行うことがあります。
本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のため記載しただけであり、
決してそれらの Web サイトを推奨するものではありません。それらの Web サイトにある資料は、この
IBM 製品の資料の一部ではありません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。
IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信
ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとします。
本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムと その他のプログラム (本プログラム
を含む) との間での情報交換、 および (ii) 交換された情報の相互利用を可能にすることを目的として、 本プ
ログラムに関する情報を必要とする方は、下記に連絡してください。
IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive, MD-NC119
Armonk, NY 10504-1785
US

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用すること ができますが、有償の場合もあ
ります。
本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資 料は、IBM 所定のプログラム
契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、 またはそれと同等の条項に基づいて、IBM より提供され
ます。
記載されている性能データとお客様事例は、例として示す目的でのみ提供されています。 実際の結果は特
定の構成や稼働条件によって異なります。
IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、 もしくはその他の公に利用可能なソースか
ら入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行っておりません。したがって、 他社製品に関す
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る実行性、互換性、またはその他の要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問
は、それらの製品の供給者にお願いします。
IBM の将来の方向または意向に関する記述は、予告なしに変更または撤回される場合があり、単に目標を
示しているものです。
表示されている IBM の価格は IBM が小売り価格として提示しているもので、 現行価格であり、通知なし
に変更されるものです。 卸価格は、異なる場合があります。
本書はプランニング目的としてのみ記述されています。 記述内容は 製品が使用可能になる前に変更にな
る場合があります。
本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。 より具体性を与えるため
に、それらの例には、個人、企業、ブランド、 あるいは製品などの名前が含まれている場合があります。
これらの名称はすべて架空のものであり、類似する個人や企業が実在しているとしても、それは偶然にす
ぎません。
著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を例示するサンプル・ア
プリケーション・プログラムがソース言語で掲載されています。 お客様は、サンプル・プログラムが書か
れているオペレーティング・ プラットフォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェース
に 準拠したアプリケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、 いかなる形式におい
ても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、 配布することができます。 このサンプル・プ
ログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを経ていません。 従って IBM は、これらのサンプル・
プログラムについて信頼性、利便性もしくは機能性が あることをほのめかしたり、保証することはできま
せん。 サンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるものであり、いかなる保証
も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプル・プログラムの使用から生ずるいかなる損害に対して
も一切の責任を負いません。
それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生的創作物にも、次のよう
に、著作権表示を入れていただく必要があります。

© (お客様の会社名) (西暦年).
このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プログラムから取られています。
© Copyright IBM Corp. _年を入れる_.

この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの図表は 表示されない場合があります。

IBM Power Systems サーバーのアクセシビリティー機能
アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザーが情報技術コンテン
ツを快適に使用できるようにサポートします。

概説
IBM Power Systems サーバーには、次の主なアクセシビリティー機能が組み込まれています。
• キーボードのみによる操作
• スクリーン・リーダーを使用する操作
IBM Power Systems サーバーでは、最新の W3C 標準 WAI-ARIA 1.0 (www.w3.org/TR/wai-aria/) が US
Section 508 (www.access-board.gov/guidelines-and-standards/communications-and-it/about-the-
section-508-standards/section-508-standards) および Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.0
(www.w3.org/TR/WCAG20/) に準拠するように使用されています。アクセシビリティー機能を利用するた
めには、最新リリースのスクリーン・リーダーに加えて、IBM Power Systems サーバーでサポートされて
いる最新の Web ブラウザーを使用してください。
IBM Knowledge Center に用意されている IBM Power Systems サーバーのオンライン製品資料は、アクセ
シビリティーに対応しています。IBM Knowledge Center のアクセシビリティー機能は、IBM Knowledge
Center のヘルプの『アクセシビリティー』セクション (www.ibm.com/support/knowledgecenter/
help#accessibility) で説明されています。
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キーボード・ナビゲーション
この製品では、標準ナビゲーション・キーが使用されています。

インターフェース情報
IBM Power Systems サーバーのユーザー・インターフェースには、1 秒当たり 2 回から 55 回明滅するコン
テンツはありません。
IBM Power Systems サーバーの Web ユーザー・インターフェースは、コンテンツの適切なレンダリング、
および使用可能なエクスペリエンスの提供を、カスケード・スタイル・シートに依存しています。アプリ
ケーションは、視覚障害者が、ハイコントラスト・モードを含め、システム表示形式の設定を使用するた
めに同等の仕組みを提供します。フォント・サイズの制御は、デバイスまたは Web ブラウザーの設定を使
用して行うことができます。
IBM Power Systems サーバーの Web ユーザー・インターフェースには、アプリケーションの機能領域に迅
速にナビゲートできる WAI-ARIA ナビゲーション・ランドマークが組み込まれています。

ベンダー・ソフトウェア
IBM Power Systems サーバーには、IBM の使用許諾契約書の適用外である特定のベンダー・ソフトウェア
が組み込まれています。IBM では、それら製品のアクセシビリティー機能については、何ら保証責任を負
いません。 ベンダーの製品に関するアクセシビリティー情報については、該当のベンダーにお問い合わせ
ください。

関連したアクセシビリティー情報
標準の IBM ヘルプ・デスクおよびサポートの各 Web サイトに加え、IBM では、聴覚障害を持つユーザー
または聴覚機能が低下しているユーザーが販売サービスやサポート・サービスにアクセスするのに使用で
きる TTY 電話サービスを用意しています。
TTY サービス
800-IBM-3383 (800-426-3383)
(北アメリカ内)

アクセシビリティーに対する IBM の取り組みについて詳しくは、IBM アクセシビリティー  (www.ibm.com/
able) を参照してください。

プライバシー・ポリシーに関する考慮事項
サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品 (「ソフトウェア・オファ
リング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エンド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーと
の対話またはその他の目的のために、Cookie をはじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。
多くの場合、ソフトウェア・オファリングにより個人情報が収集されることはありません。IBM の「ソフ
トウェア・オファリング」の一部には、個人情報を収集できる機能を持つものがあります。ご使用の「ソ
フトウェア・オファリング」が、これらの Cookie およびそれに類するテクノロジーを通じてお客様による
個人情報の収集を可能にする場合、以下の具体的事項を確認してください。
この「ソフトウェア・オファリング」は、Cookie もしくはその他のテクノロジーを使用して個人情報を収
集することはありません。
この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザ
ーから個人を特定できる情報を収集する機能を提供する場合、お客様は、このような情報を収集するにあ
たって適用される法律、ガイドライン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知
や同意の要求も含まれますがそれらには限られません。
このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、『IBM プライバシー・ス
テートメント』 (https://www.ibm.com/jp-ja/privacy)、およびセクション『クッキー、ウェブ・ビーコン、
その他のテクノロジー』の『IBM オンライン・プライバシー・ステートメント』 (https://www.ibm.com/jp-
ja/privacy/details) を参照してください。
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プログラミング・インターフェース情報
仮想化環境のセットアップ資料には、プログラムを作成するユーザーが、IBM AIX バージョン 7.2、IBM
AIX バージョン 7.1、IBM AIX バージョン 6.1、IBM i 7.4、および IBM Virtual I/O Server バージョン 3.1.2
のサービスを使用するためのプログラミング・インターフェースについて記載されています。

商標
IBM、IBM ロゴおよび ibm.com® は、世界の多くの国で登録された International Business Machines Corp.
の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、Web 上で「Copyright and trademark information」をご覧くだ
さい。
登録商標 Linux は、世界中で商標の所有者である Linux Torvalds の独占的ライセンシーである  Linux
Foundation のサブライセンスに従って使用されています。

使用条件
これらの資料は、以下の条件に同意していただける場合に限りご使用いただけます。
適用可能性: これらの条件は、IBM Web サイトのすべてのご利用条件に追加されるものです。
個人使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条件に、非商業
的な個人による使用目的に限り複製することができます。 ただし、IBM の明示的な承諾を得ずに、これら
の資料またはその一部について、二次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映を
含む) することはできません。
商業的使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示を していただくことを条件に、お客
様の企業内に限り、複製、配布、および表示することが できます。 ただし、IBM の明示的な承諾を得ずに
これらの資料の二次的著作物を作成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または
表示したりすることはできません。
権利: ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、データ、ソフトウェア、
またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセンス、または権利を明示的にも黙示的にも付与
するものではありません。
資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守られていないと判断された
場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許可を撤回できるものとさせていただきます。
お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべての輸出入 関連法規を含
む、すべての関連法規を遵守するものとします。
IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。 これらの資料は、特定物として現存する
ままの状態で 提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべて
の明示もしくは黙示の保証責任なしで提供されます。
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